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テ ー マ は「 人 間 の 、 か た ち 。」

パブリックトイレの形状を一から見直し、人が近寄りやすい形状を考えました。

人が使いやすく、建築にも合わせやすいLIXILの新しいパブリックトイレ。

NEW PUBLIC TOILET HL。

全管連ニュース　67×236mm
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１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

４
月
26
日
（
水
）
部
長
会
、
会
館
特
別
検
討
委
員
会

５
月
23
日
（
火
）
総
務
部
会

６
月
１
日
（
木
）
経
理
部
会

６
月
７
日
（
水
）
正
副
会
長
・
部
長
会
議

６
月
21
日
（
水
）
第
３
２
９
回
理
事
会

２０１７年（平成29年）３月１日（水曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７０６号（　）

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
公
表　
　
　
　
　
　
　
　

３
面

第
29
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
特
集　
　
　
　
　
　
　
　

４
面

平
成
29
年
度
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
ご
案
内　
　

５
面

貯
水
槽
清
掃
作
業
監
督
者
・
講
習
会
の
ご
案
内　
　

６
面

第
50
回
事
務
局
研
修
会
を
開
催

◇ 

講
演
◇

　
熊
本
地
震
に
お
け
る
応
急
復
旧
体
制
・

　
工
事
等
に
つ
い
て
（
熊
本
県
連
）

　
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
の

　
改
善
等
に
つ
い
て

松
田
総
務
担
当
副
会
長

　

本
会
は
、
二
月
三
日
、
第

五
十
回
事
務
局
研
修
会
を
東

熊
本
県
管
工
事
業
組
合
連
合

会
　
松
田
事
務
局
長

か
職
員
が
出
席
し
た
。（
詳

細
は
全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三

月
号
に
掲
載
）

　

開
催
に
先
立
ち
、
松
田
副

会
長
は
「
業
界
発
展
の
た
め

に
は
、
各
組
合
の
役
職
員
の

皆
様
の
地
域
の
状
況
に
応
じ

た
対
応
が
不
可
欠
と
な
り
、

役
割
は
よ
り
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
全
管
連
本
部

と
し
て
は
、
会
員
組
合
、
所

属
企
業
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
、
水
道
関
係
予
算

確
保
の
要
望
な
ど
、
引
き
続

き
自
民
党
水
道
議
連
の
先
生

方
に
要
望
活
動
を
行
い
、
行

政
及
び
関
係
団
体
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を

賜
り
た
い
」
と
の
挨
拶
を
行

っ
た
。

　

続
い
て
、
熊
本
県
管
工
事

業
組
合
連
合
会
（
会
長
・
工

全
管
連
・
粕
谷
専
務
理
事

岩
手
県
連
・
鎌
田
事
務
局
長

藤
光
明
氏
）
の
松
田
明
浩
事

務
局
長
が
「
平
成
二
十
八
年

熊
本
地
震
に
お
け
る
応
急
復

旧
体
制
・
工
事
等
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
全
国
の
会

員
の
皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
た

水
、
食
料
、
日
用
品
、
お
見

舞
い
等
の
支
援
物
資
の
提
供

と
共
に
、
応
急
給
水
活
動
、

応
急
復
旧
工
事
へ
の
ご
支
援

に
御
礼
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
全
九
十
六
本
の

取
水
井
が
停
止
し
、
全
配
水

区
内
約
三
十
二
万
六
千
戸
が

断
水
状
態
と
な
っ
た
四
月
十

六
日
の
本
震
発
生
後
か
ら
完

全
復
旧
を
遂
げ
る
ま
で
の
経

緯
や
現
地
に
お
け
る
対
応

（
組
合
災
害
対
策
本
部
の
設

置
、
応
急
復
旧
体
制
）
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

松
田
事
務
局
長
は
、「
確

実
な
情
報
を
末
端
ま
で
浸
透

さ
せ
る
情
報
管
理
の
強
化
、

受
援
体
制
の
事
前
想
定
、
長

期
化
す
る
人
員
の
健
康
管
理

が
課
題
に
な
っ
た
。
こ
の
教

訓
を
生
か
し
、災
害
に
備
え
、

管
工
事
業
者
と
し
て
地
域
の

信
頼
に
応
え
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。

　

次
に
、
全
管
連
の
粕
谷
明

博
専
務
理
事
が
「
給
水
装
置

工
事
事
業
者
制
度
の
改
善
等

に
つ
い
て
」
の
講
演
を
行
っ

た
。
水
道
事
業
の
維
持
・
向

上
に
関
す
る
専
門
委
員
会
報

告
の
紹
介
と
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
指
定
に
五
年
の
更

新
制
を
導
入
す
る
こ
と
等
を

含
め
た
水
道
法
の
一
部
改
正

法
案
の
概
要
を
説
明
し
た
ほ

か
、
同
改
正
法
案
が
今
通
常

国
会
に
提
出
さ
れ
る
見
通
し

で
あ
る
こ
と
も
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
第
五
十
七
回
通
常

総
会
・
全
国
大
会
開
催
地
事

務
局
の
岩
手
県
管
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
よ
り
、
鎌
田

豊
稔
事
務
局
長
が
、
多
彩
な

文
化
と
歴
史
を
誇
る
岩
手
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
後
、
関
連

行
事
の
説
明
を
行
い
、
全
国

よ
り
多
数
の
参
加
を
呼
び
掛

け
た
。

　

京
都
大
学
大
学
院
教
授
の

鎌
田
浩
毅
氏
に
よ
る
と
、
東

日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て

「
大
地
変
動
の
時
代
」
に
入

っ
て
し
ま
っ
た
。
巨
大
地
震

に
よ
っ
て
列
島
全
体
が
東
西

方
向
へ
五
㍍
も
引
き
伸
ば
さ

れ
た
。
こ
の
時
に
生
じ
た
岩

盤
に
か
か
る
歪
み
を
解
消
し

よ
う
と
内
陸
で
は
直
下
型
地

震
が
頻
発
。
歪
み
が
完
全
に

戻
る
に
は
数
十
年
と
い
う
時

間
が
必
要
で
、
今
後
も
地
震

と
噴
火
は
止
む
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
◆

広
島
市
指
定
上
下
水
道
工
事

業
協
同
組
合
（
理
事
長
・
古

川
幸
彦
氏
）
は
熊
本
地
震
に

お
け
る
応
急
復
旧
の
応
援
活

動
な
ど
を
教
訓
に
、
今
後
発

生
が
想
定
さ
れ
る
巨
大
地

震
、
気
象
災
害
等
に
備
え
て

減
災
と
社
会
の
防
災
力
の
向

上
を
目
指
し
、
防
災
士
研
修

講
座
を
開
催
し
た
。
◆
防
災

士
は
発
生
し
う
る
被
害
に
対

し
、
正
し
い
知
識
と
適
切
な

判
断
力
を
備
え
た
人
材
を
育

て
よ
う
と
創
設
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
認
証
し
て
い
る
。

広
島
市
は
平
成
二
十
六
年
八

月
の
土
砂
災
害
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
防
災
士
の
養
成
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
組
合
で
も

防
災
・
減
災
活
動
の
リ
ー
ダ

ー
を
目
指
し
て
、
多
く
の
組

合
員
が
「
防
災
士
」
の
資
格

取
得
に
挑
戦
す
る
。 

　

建
設
業
に
お
け
る
働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
石

井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
は
二

月
二
十
一
日
、
現
場
で
働
く

三
十
代
か
ら
四
十
代
の
建
設

技
能
者
ら
八
名
を
同
省
に
招

き
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

当
日
、
全
管
連
か
ら
は
、

東
京
都
連
よ
り
推
薦
い
た
だ

い
た
、
上
杉
友
梨
氏
（
東

京
都
連
・（
株
）
上
杉
設
備
）

が
出
席
し
た
。

　

石
井
大
臣
は
冒
頭
、「
建

設
業
が
将
来
も
役
割
を
果
た

す
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
働
い
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
」
と
述
べ
、
現
場

で
の
実
情
に
沿
っ
た
取
組
を
進
め
る
考
え
を
示
し
た
。（
二

面
参
照
）

者
の
生
の
声
を
直
接
聞
く
こ

と
で
今
後
の
取
組
に
つ
な
げ

る
狙
い
が
あ
る
。

　

な
お
、
出
席
し
た
建
設
業

従
事
者
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
・
カ
ッ
コ
内
は
所
属
先
）。

　
【
技
術
者
】
青
山
武
史
（
西

松
建
設
）
▽
早
坂
淳
子
（
長

谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

　
【
技
能
労
働
者
】
荒
川
千

尋
（
伊
藤
左
官
工
業
）
▽
上

杉
友
梨
（
上
杉
設
備
）
▽
榎

本
武
彦
（
楠
工
務
店
）
▽
小

圷
由
隆
（
一
人
親
方
）
▽
鈴

木
拓
也
（
鈴
木
鉄
筋
）
▽
對

馬
大
志
（
東
京
躯
体
）。

　

全管連

働
き
方
改
革
に
関
す
る

石
井
国
交
大
臣
と
建
設
業
従
事
者

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

国交省

技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
や

若
者
・
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
等

に
つ
い
て
の
意
見
を
交
換 京

都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、

全
国
三
十
八

都
道
府
県
支

部
か
ら
六
十

六
名
が
参

加
、
全
管
連

か
ら
は
松
田

総
務
担
当
副

会
長
、
大
熊

総
務
部
長
、

粕
谷
専
務
、

松
本
常
務
ほ

石
井
国
交
大
臣
と
の
意
見
交
換
会

（
写
真
右
端
が
上
杉
氏
）

　

働
き
方
改
革

が
政
府
の
主
要

施
策
と
さ
れ
て

い
る
中
、
働
き

方
改
革
実
現
会

議
の
検
討
テ
ー

マ
で
あ
る
「
労

働
時
間
」、「
休

日
確
保
」、「
若

者
・
女
性
が
働

き
や
す
い
環
境

整
備
」
等
を
柱

に
、
意
見
を
交

わ
し
た
。
現
場

の
建
設
業
従
事
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地
震
等
緊
急
時
対
応
特
別
調
査
委
員
会

日水協

平
成
29
年
度
冬
期
に
情
報
伝
達
訓
練
、

平
成
30
年
度
秋
期
に
全
国
訓
練
を

静
岡
市
で
実
施
へ

　（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

は
二
月
十
四
日
、「
地
震
等

緊
急
時
対
応
特
別
調
査
委
員

会
（
委
員
長
・
吉
田
　
永
日

水
協
理
事
長
）」
の
第
四
回

会
合
を
東
京
都
千
代
田
区
の

同
協
会
で
行
っ
た
。

　
本
委
員
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
や

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合
会

　
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三

回
訓
練
実
施
方
法
等
検
討
小

委
員
会
の
検
討
経
過
と
し

て
、
訓
練
の
名
称
を
「
日
本

水
道
協
会 

全
国
地
震
等
緊

急
時
訓
練
」
と
し
、
平
成
二

十
九
年
度
冬
期
に
情
報
伝
達

訓
練
、
平
成
三
十
年
度
秋
期

に
静
岡
市
で
応
援
訓
練
を
行

う
旨
報
告
し
、
正
式
に
決
定

し
た
。

　
情
報
伝
達
訓
練
で
は
、
北

第４回

下水協

下
水
道
事
業
に
お
け
る

災
害
時
支
援
に
関
す
る
ル
ー
ル
の

解
説
の
改
定

　（
公
社
）
日
本
下
水
道
協

会
は
二
月
七
日
、
下
水
道

事
業
に
お
け
る
災
害
時
支

援
関
す
る
ル
ー
ル
（「
全
国

ル
ー
ル
」）
の
解
説
を
改

定
し
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.jsw
a.

jp
/w
p
/w
p
-con

ten
t/

uploads/2017/02/all_

rule_h28.pdf

）
に
公
表

し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
四
月
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
に
か
か
る

支
援
活
動
の
実
状
を
踏
ま
え

た
「
全
国
ル
ー
ル
」
の
改
定

に
あ
た
り
、 

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡

会
議
や
下
水
道
対
策
本
部
運

用
等
参
考
と
な
る
よ
う
、
改

定
の
経
緯
、 

補
足
、変
更
点
、

参
考
と
な
る
実
績
及
び
参
考

資
料
等
を
「
解
説
」
と
し
て

取
り
ま
と
め
た
。

　
今
回
の
改
定
に
お
い
て

は
、
支
援
調
整
隊
の
位
置 

づ
け
、
下
水
道
対
策
本
部
の

業
務
へ
の
「
大
都
市
ル
ー
ル

と
の
調
整
」
の
追
加
、 

安
全

へ
の
留
意
等
に
つ
い
て
見
直

し
た
。

　
今
後
推
進
が
望
ま
れ
る
取

組
と
し
て
、
▽
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見

直
し
▽
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
訓

練
▽
関
連
団
体
と
の
連
携
強

化
▽
排
水
設
備
の
点
検
に
向

け
た
取
組
等
を
挙
げ
た
。

　
熊
本
地
震
で
は
、
下
水
道

は
使
用
で
き
る
が
、
排
水
設

備
の
点
検
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
た
め
、 

ト
イ
レ
が
使
用
で

き
な
か
っ
た
事
例
を
踏
ま

え
、
避
難
所
な
ど
の
重
要
施

設
に
限
定
し
管
工
事
組
合
と

事
前
に
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
で
、
給
水
装
置
の
復
旧
と

併
せ
て
排
水
設
備
の
点
検
を

実
施
し
て
も
ら
う
方
策
も
考

え
ら
れ
る
と
推
奨
し
て
い

る
。

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）

年間購読料：2,500円
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通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会
　
　
　
　
　
３
～
６
面

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
　
　
５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
　
６
面
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４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　
建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長
　
　
　
　

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長
　

川
崎
水
道
議
連
会
長
　
ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長
　
本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

　
自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

　
水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

　
決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

　
な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進

建設産業の担い手確保・育成に向けた取組

 歩切りの根絶

○ ４度にわたり、実態調査等を実施（慣例等のため
歩切りを行っていた全ての地方公共団体が廃止を
決定）

 ダンピング対策の強化
○ 低入札価格調査制度等の導入・活用を徹底

(今後､未導入自治体に対し働きかけを強化)

 発注の現場における改正品確法の
趣旨の更なる徹底

○ 品確法に基づく運用指針の的確な運用を促進
（施工時期等の平準化等）

⇒ 担い手の中長期的な確保・育成のための
適正な利潤を確保

技能労働者の処遇改善 若者､女性の入職促進の取組強化等改正品確法等の趣旨の徹底

 若者や女性の活躍の推進

○ 優秀な若手に技術検定の受験資格を早期に付与

○ 女性の担い手確保に向けて官民挙げた行動計画
（H26.8策定）の実践（５年で女性を倍増）

○ 女性の活躍に地域ぐるみで取り組む活動に対して
支援

 将来を見通せる環境の整備

○ 安定的・持続的な建設事業の見通しの確保

 教育訓練の充実強化

○ 建設産業担い手確保・育成コンソーシアムにおいて、
地域連携ネットワークによる教育訓練体系の構築を
支援

建設生産システムにおける生産性の向上

 i-Constructionの推進
[ＩＣＴの全面的な活用（ＩＣＴ土工）、コンクリート工の規格の標準化等]

 施工時期等の平準化
[公共工事における施工時期等の平準化]

 技術や技能・経験等に応じた人材の配置
[現場配置技術者の効率的な活用（技術者配置に関する金額要件の引上げ等）]

 重層下請構造の改善
[行き過ぎた重層化の回避、適正な元下関係の促進等]

 適切な賃金水準の確保
○ 公共工事設計労務単価の適切な設定

（４度目となる引上げをH28.2に実施）
○ 公共工事設計労務単価の上昇分が技能労働者へ

行き渡るよう、建設業者団体等へ要請

 社会保険等未加入対策の強化
○ 一次下請企業を社会保険加入業者に限定する

措置を、 H27.8から、全ての直轄工事に拡大

○ 法定福利費を内訳明示した標準見積書の活用推進

○ 加入率も着実に上昇しており、さらに関係者一体と
なった取組を実施

 建設キャリアアップシステムの構築
○ 技能や経験に応じた適切な評価・処遇を実現

 建設業における休日の拡大
○ 週休２日の確保等による不稼働日等を踏まえた

適正な工期設定の推進

海
道
か
ら
九
州
ま
で
七
地
方

支
部
や
厚
生
労
働
省
、
全
管

連
も
参
画
す
る
。

　
ま
た
、
応
援
訓
練
で
は
、

地
震
等
の
広
域
的
大
規
模
災

害
に
備
え
、「
地
震
等
緊
急

時
対
応
の
手
引
き
」
に
基
づ

い
て
実
施
、
事
業
体
間
の
連

携
強
化
を
図
り
、
広
域
災
害

時
に
お
け
る
応
援
体
制
を
確

立
す
る
の
が
狙
い
と
な
っ
て

い
る
。
　

　
永
目
工
嗣
熊
本
市
上
下
水

道
事
業
管
理
者
よ
り
本
会
会

長
宛
に
標
記
感
謝
状（
写
真
）

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
昨
年
四
月
十
四
日
、
十
六

日
に
発
生
し
、
最
大
震
度
七

を
観
測
し
た
熊

本
地
震
に
お
い

て
、
熊
本
県
を

は
じ
め
と
す
る

九
州
七
県
で

は
、
最
大
四
十

四
万
戸
が
断

水
、
熊
本
市
で

は
三
十
二
万
世

帯
が
断
水
す
る

等
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
に
甚
大
な
被

害
が
生
じ
た
。

　
本
会
は
、
日

熊
本
市
上
下
水
道
事
業
管
理
者
よ
り

熊
本
地
震
に
お
け
る
本
会
の
支
援
に

対
す
る
感
謝
状
を
受
賞 な

ど
と
と
も
に
、
本
会
よ

り
原 

災
害
対
策
担
当
理

事
が
参
画
し
て
い
る
。

　
当
日
は
以
下
の
議
題
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

①
訓
練
実
施
方
法
等
検
討

小
委
員
会
検
討
経
過
報
告

②
応
援
体
制
検
討
小
委
員

会
報
告
書
（
案
）
③
地
震

等
緊
急
時
対
応
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
る

課
題
へ
の
対
応
状
況
④
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
。

本
水
道
協
会
並
び
に
地
元
水

道
事
業
体
の
要
請
の
下
、
本

会
三
十
都
道
府
県
の
会
員
組

合
（
熊
本
県
連
分
除
く
）
よ

り
延
べ
約
五
千
名
が
、
延
べ

作
業
日
数
九
百
三
十
六
日
応

援
復
旧
活
動
に
あ
た
っ
た
。



３ ２０１７年（平成29年）３月１日（水曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７０６号（　）

平成29年3月から適用する公共工事設計労務単価
（建設労働者の雇用に伴い必要な経費の表示（試行）

国交省

公
共
事
業
労
務
費
調
査

（
平
成
28
年
10
月
調
査
）の

実
施
報
告
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
は
、
二
月
十

日
付
を
も
っ
て
土
地
・
建
設

産
業
局
建
設
市
場
整
備
課
長

名
で
本
会
宛
に
標
記
を
次
の

と
お
り
通
知
さ
れ
た
。

公
共
事
業
労
務
費
調
査
（
平

成
二
十
八
年
十
月
調
査
）
の

実
施
報
告
に
つ
い
て（
概
要
）

　

標
記
調
査
の
実
施
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
公
共
事
業
労

務
費
調
査
（
平
成
二
十
八
年

十
月
調
査
）
の
実
施
に
つ
い

て
」（
平
成
二
十
八
年
八
月

五
日
付
け
国
土
建
労
第
四
百

六
十
九
号
）
を
も
っ
て
、
ご

協
力
お
願
い
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
度
、
同

調
査
に
基
づ
き
、
公
共
事
業

労
務
費
調
査
連
絡
協
議
会
と

し
て
、
平
成
二
十
九
年
三
月

か
ら
適
用
す
る
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
を
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
別
添
（
略
）
の
と

お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
「
下
請
契
約
及

び
下
請
代
金
支
払
の
適
正
化

並
び
に
施
工
管
理
の
徹
底
等

に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
八

年
十
二
月
一
日
付
け
国
土
建

推
第
三
十
号
）、「
下
請
代
金

の
決
定
に
当
た
っ
て
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
を
参
考
資

料
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
の

留
意
事
項
に
つ
い
て
」（
平

成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
付

け
国
土
建
労
第
八
百
六
十
八

号
）
等
を
も
っ
て
、
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
意
味
を

十
分
に
理
解
し
、
適
正
な
取

扱
い
に
つ
い
て
、
貴
団
体
会

員
企
業
に
対
す
る
周
知
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

記

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

は
、
建
設
労
働
者
の
所
定
労

働
時
間
内
八
時
間
当
た
り
の

単
価
と
し
て
設
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
所
定
労
働
時
間
外

の
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金

や
下
請
企
業
の
現
場
管
理
費

（
法
定
福
利
費
の
事
業
主
負

担
額
、
研
修
訓
練
等
に
要
す

る
費
用
等
）、
一
般
管
理
費

等
の
諸
経
費
は
含
ま
れ
て
い

な
い
こ
と
。

　

し
た
が
っ
て
、
下
請
代
金

の
決
定
に
当
た
っ
て
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
を
参
考
資

料
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
に

は
、
例
え
ば
、
交
通
誘
導
業

務
の
契
約
で
は
、
交
通
誘
導

警
備
員
の
賃
金
等
に
加
え
て

警
備
会
社
に
必
要
な
現
場
管

理
費
（
法
定
福
利
費
の
事
業

主
負
担
額
等
）
及
び
一
般
管

理
費
等
の
諸
経
費
を
適
正
に

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。

公
共
工
事
の
円
滑
な
施
工
確

保
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
と
総
務
省

は
、
二
月
十
日
付
を
も
っ
て

自
治
行
政
局
長
、
土
地
・
建

設
産
業
局
長
名
で
各
都
道
県

知
事
（
財
政
担
当
課
、
市
区

町
村
担
当
課
、
契
約
担
当
課

扱
い
）、
各
都
道
府
県
議
会

議
長
（
議
会
事
務
局
扱
い
）、

各
指
定
都
市
市
長
（
財
政
担

当
課
、
契
約
担
当
課
扱
い
）、

各
指
定
都
市
議
会
議
長
（
議

会
事
務
局
扱
い
）
に
標
記
を

通
知
し
、
同
日
付
で
本
会
宛

に
も
通
知
し
た
。
概
要
は
以

下
の
と
お
り
。
な
お
、
詳
細

は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
着

ト
ピ
ッ
ク
ス（
二
月
十
日
付
）

を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

国
土
交
通
、総
務
両
省
は
、

公
共
工
事
の
早
期
か
つ
円
滑

な
施
工
を
確
保
す
る
た
め
の

重
点
対
策
と
し
て
、
①
適
正

な
価
格
に
よ
る
契
約
②
技
術

者
・
技
能
者
等
の
効
率
的
活

上段：公共工事設計労務単価
（下段）：公共工事設計労務単価+必要経費（法定福利費の事業主負担額、労務管理費、宿舎費等）（参考値）

技
能
労
働
者
へ
の
適
切
な

賃
金
水
準
の
確
保
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
は
、
二
月
十

日
付
を
も
っ
て
土
地
・
建
設

産
業
局
長
名
で
本
会
宛
に
標

記
を
次
の
と
お
り
通
知
さ
れ

た
。
同
日
付
で
各
都
道
府
県

及
び
各
政
令
指
定
都
市
宛
に

も
通
知
し
た
。
概
要
は
以
下

の
と
お
り
。
詳
細
は
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ

ク
ス
（
二
月
十
日
付
）
を
ご

参
照
下
さ
い
。

　

国
土
交
通
省
は
、
技
能
労

働
者
の
確
保
・
育
成
に
は
適

切
な
水
準
の
貸
金
の
支
払
い

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
の
四
度

に
わ
た
る
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
の
際
に

は
、
そ
の
都
度
、「
技
能
労

働
者
へ
の
適
切
な
賃
金
水
準

の
確
保
に
つ
い
て
」
を
発
出

す
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通

大
臣
又
は
国
土
交
通
副
大
臣

又
は
大
臣
政
務
官
が
、
直
接

建
設
業
団
体
四
団
体
に
対

し
、
技
能
労
働
者
に
係
る
適

切
な
貸
金
水
準
の
確
保
、
社

会
保
険
加
入
の
徹
底
等
を
要

請
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
貴
団
体
に
お
か

れ
て
は
、
傘
下
の
会
員
企
業

　

国
土
交
通
省
と
農
林
水
産

省
は
、
二
月
十
日
、
平
成
二

十
九
年
三
月
以
降
の
契
約
か

ら
適
用
す
る
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
を
決
定
し
公
表
し

た
。
詳
細
は
同
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。http://w

w
w
.m
lit.

go.jp/report/press/

to
tik
e
n
sa
n
g
y
o
1
4
_

hh_000641.htm
l

　

新
単
価
は
、
昨
年
十
月
に

実
施
し
た
公
共
事
業
労
務
費

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
算

定
し
た
。

　

全
国
全
職
種
（
四
十
八
職

種
）
の
平
均
は
、
平
成
二
十

八
年
二
月
改
訂
時
と
比
べ
る

と
三
・
四
％
増
の
一
万
八
千

七
十
八
円
（
伸
び
率
は
単
純

平
均
、
金
額
は
加
重
平
均
）

と
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

の
被
災
三
県
（
岩
手
、宮
城
、

福
島
）の
全
職
種
平
均
は
三
・

三
％
増
と
な
っ
た
。

　

配
管
工
は
前
回
改
訂
時
よ

り
四
・
一
％
増
の
一
万
八
千

八
百
九
十
四
円
と
な
っ
た
。

例
年
四
月
に
改
定
す
る
単
価

を
四
年
連
続
の
特
例
措
置
で

三
月
か
ら
の
前
倒
し
改
訂
と

な
っ
た
。
技
能
労
働
者
の
不

足
等
も
考
慮
に
入
れ
て
労
働

市
場
の
実
勢
価
格
を
適
切
・

２9年３月から適用

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

配
管
工
は
１
８
、８
９
４
円

今
年
度
比
４
．
１
％
増

迅
速
に
反
映
さ
せ
た
と
し
て

い
る
。
算
出
手
法
を
大
幅
に

更
新
し
た
平
成
二
十
五
年
度

単
価
か
ら
反
映
し
て
い
る
社

会
保
険
加
入
に
必
要
な
法
定

福
利
費
相
当
額
（
本
人
負
担

分
）
の
加
算
も
引
き
続
き
継

続
し
て
い
る
。

に
対
し
、
適
切
な
賃
金
水
準

の
確
保
を
促
し
、
技
能
労
働

者
の
処
遇
改
善
を
図
る
よ

う
、
下
記
の
措
置
を
講
じ
る

な
ど
適
切
に
対
応
す
る
よ
う

改
め
て
周
知
徹
底
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

記

１
．
技
能
労
働
者
へ
の
適
切

な
水
準
の
賃
金
の
支
払
い

（
略
）

２
．
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条

項
の
適
用
等
（
略
）

３
．
法
定
福
利
費
の
適
切
な

支
払
い
と
社
会
保
険
等
へ
の

加
入
徹
底
に
関
す
る
指
導
に

つ
い
て
（
略
）

４
．
若
年
入
職
者
の
積
極
的

な
確
保
（
略
）

５
．
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
取

り
止
め
（
略
）

６
．
消
費
税
の
適
切
な
支
払

い
（
略
）

用
③
施
工
時
期
等
の
平
準
化

④
総
合
評
価
落
札
方
式
の
導

入
及
び
拡
充
の
四
点
を
挙
げ

た
。

　

適
正
な
価
格
に
よ
る
契
約

で
は
、
今
月
改
訂
し
た
最
新

の
設
計
労
務
単
価
の
適
用
に

よ
り
適
正
な
積
算
を
行
う
こ

と
を
求
め
た
。

　

ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
強
化

で
は
、
低
入
札
価
格
調
査
制

度
又
は
最
低
制
限
価
格
制
度

ど
ち
ら
も
未
導
入
の
自
治
体

に
は
早
急
な
制
度
導
入
に
向

け
た
検
討
を
求
め
た
ほ
か
、

設
計
変
更
等
の
適
切
な
実
施

で
は
、
工
事
内
容
の
変
更
等

が
必
要
と
な
り
、
工
事
費
用

や
工
期
に
変
動
が
生
じ
た
場

合
、
施
工
に
必
要
な
費
用
や

工
期
が
適
切
に
確
保
さ
れ
る

よ
う
繰
越
制
度
を
適
切
に
活

用
し
つ
つ
、
必
要
な
変
更
契

約
の
締
結
を
求
め
た
。

　

総
合
評
価
落
札
方
式
の
導

入
・
拡
充
で
は
、
技
術
的
な

工
夫
の
余
地
が
小
さ
く
一
般

的
で
小
規
模
な
工
事
で
は
技

術
提
案
を
求
め
な
い
特
別
簡

易
型
や
、
簡
易
な
技
術
資
料

と
入
札
書
の
提
出
を
求
め
て

落
札
候
補
者
を
絞
っ
た
上
で

詳
細
な
技
術
資
料
の
追
加
提

出
を
求
め
る
簡
易
確
認
型
等

を
参
考
に
、
受
発
注
者
双
方

の
負
担
軽
減
に
も
配
慮
す
る

こ
と
を
求
め
た
。　

地方連絡
協議会名

都道府
県名 配管工 配管工

（平成28年度）
配管工
（対前年比）普通作業員 電工 ダクト工 設備機械工

北海道 北海道 18,800　 
(26,400)

17,700　 
(24,900)

106.2%
106.0%

15,400　
(21,700)

19,200　 
(27,000)

18,600　 
(26,200)

20,900　 
(29,400)

東　北

青森県 18,400　 
(25,900)

17,400　 
(24,500)

105.7%
105.7%

16,100　 
(22,600)

17,700　 
(24,900)

17,800　 
(25,000)

20,200　 
(28,400)

岩手県 19,700　 
(27,700)

18,600　 
(26,200)

105.9%
105.7%

17,700　 
(24,900)

18,600　 
(26,200)

18,000　 
(25,300)

20,200　 
(28,400)

宮城県 20,600　 
(29,000)

19,500　 
(27,400)

105.6%
105.8%

17,600　 
(24,700)

19,900　 
(28,000)

18,300　 
(25,700)

20,200　 
(28,400)

秋田県 17,500　 
(24,600)

16,600　 
(23,300)

105.4%
105.6%

16,300　 
(22,900)

18,200　 
(25,600)

17,900　 
(25,200)

20,200　 
(28,400)

山形県 19,800　 
(27,800)

18,700　 
(26,300)

105.9%
105.7%

16,300　 
(22,900)

19,000　 
(26,700)

19,000　 
(26,700)

20,200　 
(28,400)

福島県 20,200　 
(28,400)

19,100　 
(26,900)

105.8%
105.6%

17,500　 
(24,600)

19,500　 
(27,400)

18,700　 
(26,300)

20,200　 
(28,400)

関　東

茨城県 20,400　 
(28,700)

20,000　 
(28,100)

102.0%
102.1%

18,600　 
(26,200)

20,200　 
(28,400)

20,400　 
(28,700)

21,300　 
(29,900)

栃木県 20,500　 
(28,800)

20,100　 
(28,300)

102.0%
101.8%

17,400　 
(24,500)

19,900　 
(28,000)

20,200　 
(28,400)

21,300　 
(29,900)

群馬県 19,800　 
(27,800)

18,900　 
(26,600)

104.8%
104.5%

18,400　 
(25,900)

19,500　 
(27,400)

19,500　 
(27,400)

21,300　 
(29,900)

埼玉県 20,300　 
(28,500)

19,900　 
(28,000)

102.0%
101.8%

18,900　 
(26,600)

21,500　 
(30,200)

20,700　 
(29,100)

21,300　 
(29,900)

千葉県 20,700　 
(29,100)

20,300　 
(28,500)

102.0%
102.1%

18,600　 
(26,200)

21,700　 
(30,500)

20,400　 
(28,700)

21,300　 
(29,900)

東京都 20,900　 
(29,400)

20,500　 
(28,800)

102.0%
102.1%

19,700　 
(27,700)

23,700　 
(33,300)

20,700　 
(29,100)

21,300　 
(29,900)

神奈川県 20,100　 
(28,300)

19,700　 
(27,700)

102.0%
102.2%

19,700　 
(27,700)

21,800　 
(30,700)

20,000　 
(28,100)

21,300　 
(29,900)

山梨県 20,100　 
(28,300)

19,700　 
(27,700)

102.0%
102.2%

19,600　 
(27,600)

21,300　 
(29,900)

19,900　 
(28,000)

21,300　 
(29,900)

長野県 19,300　 
(27,100)

18,900　 
(26,600)

102.1%
101.9%

18,000　 
(25,300)

20,000　 
(28,100)

19,600　 
(27,600)

21,300　 
(29,900)

北　陸

新潟県 19,800　 
(27,800)

18,500　 
(26,000)

107.0%
106.9%

17,100　 
(24,000)

19,700　 
(27,700)

19,000　 
(26,700)

21,100　 
(29,700)

富山県 19,900　 
(28,000)

19,000　 
(26,700)

104.7%
104.9%

18,200　 
(25,600)

20,700　 
(29,100)

19,600　 
(27,600)

21,100　 
(29,700)

石川県 19,800　 
(27,800)

19,000　 
(26,700)

104.2%
104.1%

18,800　 
(26,400)

20,800　 
(29,200)

19,700　 
(27,700)

21,100　 
(29,700)

中　部

岐阜県 19,900　 
(28,000)

19,200　 
(27,000)

103.6%
103.7%

18,900　 
(26,600)

20,400　 
(28,700)

19,100　 
(26,900)

23,400　 
(32,900)

静岡県 20,400　 
(28,700)

19,600　 
(27,600)

104.1%
104.0%

19,900　 
(28,000)

21,600　 
(30,400)

20,900　 
(29,400)

23,400　 
(32,900)

愛知県 20,600　 
(29,000)

19,800　 
(27,800)

104.0%
104.3%

18,900　 
(26,600)

20,500　 
(28,800)

19,700　 
(27,700)

23,400　 
(32,900)

三重県 20,900　 
(29,400)

20,100　 
(28,300)

104.0%
103.9%

18,300　 
(25,700)

20,600　 
(29,000)

20,500　 
(28,800)

23,400　 
(32,900)

近　畿

福井県 19,000　 
(26,700)

18,400　 
(25,900)

103.3%
103.1%

16,200　 
(22,800)

18,500　 
(26,000)

18,800　 
(26,400)

21,400　 
(30,100)

滋賀県 20,100　 
(28,300)

18,800　 
(26,400)

106.9%
107.2%

17,300　 
(24,300)

19,900　 
(28,000)

19,600　 
(27,600)

22,300　 
(31,400)

京都府 20,000　 
(28,100)

18,700　 
(26,300)

107.0%
106.8%

18,100　 
(25,400)

19,400　 
(27,300)

19,100　 
(26,900)

22,100　 
(31,100)

大阪府 20,500　 
(28,800)

19,200　 
(27,000)

106.8%
106.7%

17,700　 
(24,900)

20,200　 
(28,400)

19,100　 
(26,900)

21,900　 
(30,800)

兵庫県 18,300　 
(25,700)

17,800　 
(25,000)

102.8%
102.8%

17,900　 
(25,200)

19,100　 
(26,900)

19,000　 
(26,700)

21,900　 
(30,800)

奈良県 20,500　 
(28,800)

19,200　 
(27,000)

106.8%
106.7%

17,800　 
(25,000)

19,900　 
(28,000)

19,200　 
(27,000)

21,800　 
(30,700)

和歌山県 19,700　 
(27,700)

18,400　 
(25,900)

107.1%
106.9%

18,000　 
(25,300)

20,000　 
(28,100)

19,000　 
(26,700)

21,600　 
(30,400)

中　国

鳥取県 16,800　 
(23,600)

16,400　 
(23,100)

102.4%
102.2%

13,800　 
(19,400)

16,900　 
(23,800)

17,400　 
(24,500)

19,400　 
(27,300)

島根県 17,100　 
(24,000)

16,700　 
(23,500)

102.4%
102.1%

14,800　 
(20,800)

16,800　 
(23,600)

17,700　 
(24,900)

19,400　 
(27,300)

岡山県 17,500　 
(24,600)

17,100　 
(24,000)

102.3%
102.5%

16,100　 
(22,600)

18,000　 
(25,300)

17,400　 
(24,500)

19,400　 
(27,300)

広島県 17,400　 
(24,500)

17,000　 
(23,900)

102.4%
102.5%

16,800　 
(23,600)

17,900　 
(25,200)

17,600　 
(24,700)

19,400　 
(27,300)

山口県 17,500　 
(24,600)

17,100　 
(24,000)

102.3%
102.5%

15,400　 
(21,700)

17,800　 
(25,000)

17,600　 
(24,700)

19,400　 
(27,300)

四　国

徳島県 18,200　 
(25,600)

17,500　 
(24,600)

104.0%
104.1%

17,400　 
(24,500)

18,900　 
(26,600)

―
―

20,500　 
(28,800)

香川県 19,000　 
(26,700)

18,300　 
(25,700)

103.8%
103.9%

17,900　 
(25,200)

19,300　 
(27,100)

―
―

20,500　 
(28,800)

愛媛県 18,100　 
(25,400)

17,400　 
(24,500)

104.0%
103.7%

15,700　 
(22,100)

18,400　 
(25,900)

―
―

20,500　 
(28,800)

高知県 17,800　 
(25,000)

17,100　 
(24,000)

104.1%
104.2%

16,000　 
(22,500)

18,400　 
(25,900)

―
―

20,500　 
(28,800)

九　州

福岡県 17,200　 
(24,200)

16,600　 
(23,300)

103.6%
103.9%

17,600　 
(24,700)

18,400　 
(25,900)

16,100　 
(22,600)

19,700　 
(27,700)

佐賀県 16,900　 
(23,800)

16,000　 
(22,500)

105.6%
105.8%

15,000　 
(21,100)

18,000　 
(25,300)

16,200　 
(22,800)

19,800　 
(27,800)

長崎県 16,900　 
(23,800)

16,300　 
(22,900)

103.7%
103.9%

15,800　 
(22,200)

17,200　 
(24,200)

16,300　 
(22,900)

19,900　 
(28,000)

熊本県 16,500　 
(23,200)

15,900　 
(22,400)

103.8%
103.6%

16,200　 
(22,800)

16,900　 
(23,800)

16,200　 
(22,800)

19,600　 
(27,600)

大分県 16,400　 
(23,100)

15,700　 
(22,100)

104.5%
104.5%

15,100　 
(21,200)

17,100　 
(24,000)

16,200　 
(22,800)

19,700　 
(27,700)

宮崎県 16,300　 
(22,900)

15,600　 
(21,900)

104.5%
104.6%

14,800　 
(20,800)

16,700　 
(23,500)

16,200　 
(22,800)

19,600　 
(27,600)

鹿児島県 16,200　 
(22,800)

15,600　 
(21,900)

103.8%
104.1%

15,900　 
(22,400)

17,200　 
(24,200)

16,100　 
(22,600)

19,600　 
(27,600)

沖　縄 沖縄県 15,700　 
(22,100)

15,100　 
(21,200)

104.0%
104.2%

17,200　 
(24,200)

15,400　 
(21,700)

14,900　 
(20,900)

―
―

全国平均
全国平均（下段）

18,894　
(26,564)

18,143　 
(25,509)

104.1%
104.1%

17,243　 
(24,247)

19,198　 
(26,998)

18,556　 
(26,093)

20,883　 
(29,361)
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第29回技能グランプリ「配管」職種　当日課題図

・
配
管
職
種
は
堂
脇
寛
樹
選
手
（
東
京
）
が
金
賞
獲
得
、

　

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞

・
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
講
師
派
遣
を
受
講
し
た

　

吉
井
優
矢
選
手
（
石
川
）
が
初
出
場
で
銅
賞
獲
得

・
参
加
会
員
企
業
に
一
選
手
十
万
円
の
助
成

配管職種の表彰式

　
第
二
十
九
回
技
能
グ
ラ
ン

プ
リ
が
、
二
月
十
日
か
ら
十

三
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ
た

っ
て
、
静
岡
県
の
キ
ラ
メ
ッ

セ
沼
津
他
の
会
場
で
開
催
さ

れ
た
。

　
こ
の
競
技
大
会
は
、特
級
、

一
級
及
び
単
一
等
級
の
熟
練

技
能
士
の
技
能
の
一
層
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の

地
位
の
向
上
と
技
能
尊
重
気

運
醸
成
の
た
め
に
隔
年
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
青
年
技
能

者
（
二
十
三
歳
以
下
）
の
競

技
大
会
で
あ
る
「
技
能
五
輪

全
国
大
会
」
と
は
異
な
り
、

年
齢
制
限
の
な
い
「
技
能
グ

ラ
ン
プ
リ
」
は
熟
練
技
能
を

競
う
真
の
日
本
一
技
能
の
優

競技の様子

れ
た
人
を
決
め
る
競
技
大
会

で
あ
る
。
今
大
会
は
建
築
配

管
を
含
む
三
十
職
種
に
五
百

十
四
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。

　
建
築
配
管
の
競
技
は
、
十

一
日
に
十
二
名
が
参
加
し

て
、
標
準
時
間
六
時
間
三
十

分
（
打
切
時
間
七
時
間
）
で

競
技
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

本
大
会
で
は
従
来
の
鉛
管
課

題
が
な
く
な
り
、
配
管
組
立

て
の
要
素
が
よ
り
多
く
な
っ

た
。

　
競
技
終
了
後
の
測
定
・
水

圧
審
査
後
に
行
わ
れ
た
主
催

者
に
よ
る
成
績
会
議
に
お
い

て
入
賞
者
が
決
定
し
、
十
三

日
の
閉
会
式
で
表
彰
さ
れ

ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
大

澤
会
長
が
大
会
副
会
長
に
就

任
し
、
松
本
技
術
委
員
長
が

競
技
主
査
、
東
京
都
連
の
綱

田
健
志
氏
が
競
技
委
員
と
し

て
課
題
作
成
、
競
技
実
施
運

営
に
当
た
っ
た
。

　
な
お
、
本
会
は
、
配
管
技

能
の
向
上
・
継
承
、
後
継
技

能
者
の
確
保
・
育
成
等
に
つ

な
げ
る
た
め
、
練
習
の
た
め

の
指
導
者
派
遣
や
本
大
会
に

参
加
し
た
本
会
所
属
会
員
企

業
に
選
手
一
人
当
た
り
十
万

円
を
助
成
し
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
大
会
に
お
い
て
、

初
出
場
で
銅
賞
を
獲
得
し
た

吉
井
選
手
は
、
十
月
に
石
川

県
で
行
わ
れ
た
技
術
指
導
を

受
講
し
て
お
り
、
本
大
会
で

の
活
躍
に
繋
が
っ
た
。

　
次
回
の
第
三
十
回
技
能
グ

ラ
ン
プ
リ
は
、
二
年
後
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
第
二
十
九
回
技
能
グ
ラ
ン

プ
リ
入
賞
者
　（
敬
称
略
） 

　
金
賞
　
堂
脇
寛
樹（
東
京
・

西
原
工
事
（
株
））。 

　
銀
賞
　
佐
藤
暢
洋（
新
潟
・

（
株
）
千
代
田
設
備
）。 

　
銅
賞
　
吉
井
優
矢（
石
川
・

（
株
）
加
田
設
備
）。 

第
29
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ  

特
集

事
（
株
））
に
は
厚
生
労
働

大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
佐
藤
暢
洋
選
手

（
新
潟
・（
株
）
千
代
田
設
備
）

が
銀
賞
、吉
井
優
矢
選
手（
石

川
・（
株
）
加
田
設
備
）
が

銅
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
本
会

所
属
員
企
業
か
ら
出
場
し
た

選
手
の
躍
進
が
光
っ
た
。

　
当
日
は
、
東
管
協
組
か
ら

佐
藤
理
事
長
、
宮
崎
副
理
事

長
を
は
じ
め
、
技
術
部
の

方
々
が
視
察
に
訪
れ
、
選
手

を
激
励
し
た
。

　
全
管
連
で
は
、
主
催
者
か

た
。
金
賞
を
獲
得
し
た
堂
脇

寛
樹
選
手
（
東
京
・
西
原
工

堂脇選手の優勝作品

参加選手と競技委員

水圧審査
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︱　

�

２
級
学
科
の
み
試
験
の
受
検
者
が

　
　

前
年
度
比
１
，
４
０
０
名
増
加
に　

―

土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

　
　
　

試
験
の
ご
案
内

　
（
一
財
）
全
国
建
設
研
修

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
平
成

二
十
九
年
度
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定
実
施
日
程
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
受
験
資
格
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
三
月
十
三

日
か
ら
販
売
さ
れ
る
「
受
験

の
手
引
」
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.jctc.

jp/

）
を
参
照
く
だ
さ
い
。

記

◇
一
級

１
、
受
検
資
格

（
１
）
学
科
・
実
地
試
験
受

験
者

（
２
）
実
地
試
験
受
験
者

　

い
ず
れ
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
く
だ
さ
い
。

２
、
試
験
日

　

一
級
学
科
試
験　

平
成
二

十
九
年
七
月
二
日
（
日
）
／

合
格
発
表
日　

平
成
二
十
九

年
八
月
十
六
日
（
水
）。

　

一
級
実
地
試
験　

平
成
二

十
九
年
十
月
一
日
（
日
）
／

合
格
発
表
日　

平
成
三
十
年

一
月
十
六
日
（
火
）。

３
、
試
験
地

　

札
幌
、
釧
路
、
青
森
、
仙

台
、
東
京
、
新
潟
、
名
古
屋
、

大
阪
、
岡
山
、
広
島
、
高
松
、

福
岡
、
那
覇
の
十
三
地
区
。

４
、
受
験
手
数
料  

　

一
級
学
科
試
験　

八
千
二

百
円
、
一
級
実
地
試
験　

八

千
二
百
円
。（
い
ず
れ
も
税

込
）

５
、
申
込
用
紙
の
販
売

　

申
込
用
紙
は
、「
学
科
・

実
地
試
験
」
と
「
実
地
試
験

の
み
」
の
二
種
類
が
あ
り
、

一
部
六
百
円
（
税
込
）。

６
、
申
込
受
付
期
間

　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
（
金
）
～
四
月
十
四
日

（
金
）。

◇
ニ
級

１
、
受
検
資
格

（
１
）
学
科
・
実
地
試
験
受

験
者

（
２
）
学
科
試
験
の
み
受
験

者　

平
成
二
十
九
年
度
中
に

お
け
る
年
齢
が
十
七
歳
以
上

の
者
。 

（
３
）
実
地
試
験
受
験
者

　
（
１
）
と
併
せ
て
い
ず
れ

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く

だ
さ
い
。

２
、
試
験
日
及
び
合
格
発
表

日
　
「
学
科
・
実
地
試
験
／
第

一
回
学
科
試
験
」

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十

二
日
（
日
）
／
合
格
発
表

日
（
第
一
回
学
科
試
験
）
平

成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日

（
火
）、（
学
科
・
実
地
試
験
）

平
成
三
十
年
二
月
一
日（
木
）

　
「
第
二
回
学
科
試
験
（
種

別
は
土
木
の
み
）」

　

平
成
三
十
年
二
月
二
十
五

日
（
日
）
／
合
格
発
表
日　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

（
金
）

３
、
試
験
地

　
「
学
科
・
実
地
試
験
／
第

一
回
学
科
試
験
」

　

札
幌
、釧
路
、青
森
、仙
台
、

秋
田
、
東
京
、
新
潟
、
富
山
、

静
岡
、名
古
屋
、大
阪
、松
江
、

岡
山
、
広
島
、
高
松
、
高
知
、

福
岡
、
鹿
児
島
、
那
覇
の
十

九
地
区
。
な
お
、
二
級
学
科

試
験
の
み
上
記
に
熊
本
を
追

加
。
鋼
構
造
物
塗
装
及
び
薬

液
注
入
は
、
札
幌
、
東
京
、

大
阪
、
福
岡
の
四
地
区
。

　
「
第
二
回
学
科
試
験
（
種

別
は
土
木
の
み
）」

　

札
幌
、仙
台
、東
京
、新
潟
、

名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
高

松
、
福
岡
、
那
覇
の
十
地
区
。

４
、
受
験
手
数
料

　

二
級
学
科
・
実
地
試
験 

八
千
二
百
円
。

　

二
級
学
科
試
験
の
み 

四

千
百
円
。

　

二
級
実
地
試
験
の
み 

四

29年度

学
科
試
験
合
格
率
48
・
３
％

実
地
試
験
合
格
率
29
・
９
％

２
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

28 年度
　

二
月
二
日
、（
一
財
）
全

国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
と
国

土
交
通
省
は
、
さ
る
十
月
二

十
三
日
に
実
施
し
た
平
成
二

十
八
年
度
二
級
土
木
施
工
管

理
技
術
検
定
試
験
の
合
格
者

を
発
表
し
た
。
な
お
、
合
格

者
は
同
研
修
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w

w
.jctc.jp/

）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
学
科
試
験
受
検
者

千
百
円
。（
い
ず
れ
も
税
込
）

５
、
申
込
用
紙
の
販
売

　

申
込
用
紙
は
、「
学
科
・

実
地
試
験
」、「
学
科
試
験
の

み
」、「
実
地
試
験
の
み
」
の

三
種
類
が
あ
り
一
部
六
百
円

（
税
込
）。

６
、
申
込
受
付
期
間

　
「
学
科
・
実
地
試
験
／
第

一
回
学
科
試
験
」
平
成
二
十

九
年
四
月
十
四
日
（
金
）
～

四
月
二
十
八
日
（
金
）。

　
「
第
二
回
学
科
試
験
（
種

別
は
土
木
の
み
）」
平
成
二

十
九
年
十
二
月
五
日
（
火
）

〜
平
成
三
十
年
一
月
十
日

（
水
）。

　

申
込
み
は
簡
易
書
留
郵
便

に
よ
る
個
人
別
申
込
に
限
り

ま
す
。
締
切
日
の
消
印
の
あ

る
も
の
ま
で
有
効
で
す
。

◇
問
合
せ
先

　

国
土
交
通
大
臣
指
定
試
験

機
関　
（
一
財
）
全
国
建
設

研
修
セ
ン
タ
ー　

東
京
都
小

平
市
喜
平
町
二
―
一
―
二
、

電
話
〇
四
二
―
三
〇
〇
―
六

八
六
〇
（
試
験
業
務
局
土
木

試
験
部
土
木
試
験
課
）

◇
ご
注
意

『
建
設
業
法
』
に
基
づ
く
施

工
管
理
技
士
な
ど
の
資
格
制

度
に
つ
い
て

　

技
術
検
定
試
験
の
実
施

は
、国
土
交
通
大
臣
か
ら「
指

定
試
験
機
関
」
と
し
て
指
定

を
受
け
た
団
体
の
み
が
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

技
術
検
定
に
合
格
す
る
と

施
工
管
理
技
士
ま
た
は
施
工

技
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
ま
ぎ
ら
わ
し
い
名
前
の

団
体
や
国
家
資
格
に
似
せ
た

称
号
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
て
い
ま
す
。
ま
ぎ
ら
わ
し

い
名
称
に
ご
注
意
下
さ
い
。

１
、
電
話
に
よ
る
勧
誘
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
指
定
試

験
機
関
か
ら
、
個
人
に
対
し

て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
送

付
や
電
話
に
よ
る
勧
誘
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

数
三
万
三
千
九
百
九
十
二
名

（
う
ち
学
科
試
験
の
み
受
検

者
数
七
千
五
十
名
）、
合
格

者
数
一
万
六
千
四
百
二
十
二

名
（
同
合
格
者
数
二
千
四
百

二
十
二
名
）
で
、
合
格
率
は

四
八
・
三
％
（
前
年
度
六
六
・

五
％
）
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
実
地
試
験
受
検
者

数
三
万
四
千
四
百
名
、
合
格

者
数
一
万
二
百
七
十
三
名

で
、合
格
率
二
九
・
九
％
（
前

年
度
三
五
・
七
％
）
と
な
っ

た
。
合
格
者
一
万
二
百
七
十

三
名
の
内
訳
は
以
下
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
二
級
学
科
の
み
試

験
に
つ
い
て
は
、 

従
来
、
一

部
の
種
別
を
除
き
、
高
校 

（
指
定
学
科
） 

三
年
生
・
卒

業
者
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、
今
年
度
よ
り
、
試
験
年

給
水
装
置
工
事
配
管
技
能

検
定
会
の
改
定
に
つ
い
て

給水財団

　
（
公
財
）
給
水
装
置
技
術

振
興
財
団
は
、
平
成
二
十
九

年
度
給
水
装
置
工
事
配
管
技

能
検
定
会
に
つ
い
て
、
四
月

一
日
よ
り
制
度
を
下
記
の
と

お
り
改
定
す
る
こ
と
を
関
係

者
に
通
知
し
ま
し
た
。

１
、
主
な
変
更
点

（
１
）
検
定
コ
ー
ス
の
統
合

（
２
）「
給
水
装
置
工
事
配
管

技
能
者
証
（
カ
ー
ド
）」
へ

の
統
一
化

（
３
）「
給
水
装
置
工
事
配
管

技
能
者
証
（
カ
ー
ド
）」
へ

の
統
一
に
伴
う
発
行
申
請
手

続
き
及
び
手
数
料
の
変
更

（
４
）
カ
ー
ド
発
行
に
伴
う

検
定
料
等
の
変
更

２
、
変
更
理
由
及
び
内
容

（
１
）
検
定
コ
ー
ス
の
統
合

　

分
岐
穿
孔
検
定
は
質
の
高

い
技
能
者
の
育
成
を
図
る
た

め
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

一
部
受
検
者
に
対
し
行
っ
て

き
た
学
科
免
除
を
廃
止
し
、

全
受
検
者
が
学
科
課
程
を
受

講
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
全
国
標

準
検
定
受
検
者
と
受
検
課
程

が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

分
岐
穿
孔
及
び
地
域
オ
プ

シ
ョ
ン
甲
型
分
水
栓
取
付
検

定
を
以
下
の
と
お
り
改
定
し

ま
す
。

１
）
分
岐
穿
孔
検
定

　

分
岐
穿
孔
検
定
コ
ー
ス

は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
全
国
標
準
検
定
に
統

合
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
配
管
技
能
士
等

の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
給

水
管
の
切
断
・
接
合
・
組
立

は
免
除
と
し
ま
す
。

　

な
お
、材
料
費
に
つ
い
て
、

全
国
標
準
検
定
の
う
ち
、
給

水
管
の
切
断
・
接
合
・
組
立

が
免
除
に
該
当
す
る
場
合

は
、
分
岐
穿
孔
に
関
わ
る
材

料
費
の
み
と
な
り
ま
す
。

２
）
地
域
オ
プ
シ
ョ
ン
甲
型

分
水
栓
取
付
検
定

　

地
域
オ
プ
シ
ョ
ン
甲
型
分

水
栓
取
付
検
定
コ
ー
ス
は
、

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
地
域
オ
プ
シ
ョ
ン
甲
型
分

水
栓
取
付
検
定
Ⅱ
に
統
合
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
配
管
技
能
士
等

の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
給

水
管
の
切
断
・
接
合
・
組
立

は
免
除
と
し
ま
す
。

　

な
お
、材
料
費
に
つ
い
て
、

地
域
オ
プ
シ
ョ
ン
甲
型
分
水

栓
取
付
検
定
Ⅱ
の
う
ち
、
切

断
・
接
合
・
組
立
が
免
除
に

該
当
す
る
場
合
は
、
分
岐
穿

孔
に
関
わ
る
材
料
費
の
み
と

な
り
ま
す
。

（
２
）「
給
水
装
置
工
事
配
管

技
能
者
証
（
カ
ー
ド
）」
へ

の
統
一
化

　

現
在
、
合
格
者
に
は
、「
給

水
装
置
工
事
配
管
技
能
者
講

習
会
修
了
者
証
」、「
給
水
装

置
工
事
配
管
技
能
検
定
合
格

者
証
」、
及
び
「
給
水
装
置

工
事
配
管
技
能
者
認
定
証
」

の
三
種
類
が
発
行
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
九

年
四
月
一
日
か
ら
、「
給
水

装
置
工
事
配
管
技
能
者
証

（
カ
ー
ド
）」に
統
一
し
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ー
ド
の
有
効
期

間
に
つ
い
て
は
、
十
年
か
ら

五
年
に
変
更
し
ま
す
。

（
３
）「
給
水
装
置
工
事
配
管

技
能
者
証
（
カ
ー
ド
）」
へ

の
統
一
に
伴
う
発
行
申
請
手

続
き
及
び
手
数
料
の
変
更

　

現
在
、
検
定
会
の
合
格
者

に
は
合
格
証
書
を
発
行
し
、

そ
の
後
希
望
者
に
携
帯
用
顔

写
真
入
り
合
格
者
証
（
カ
ー

ド
）
を
有
償
発
行
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
二
十
九
年
四
月

一
日
か
ら
、
合
格
者
全
員
に

「
給
水
装
置
工
事
配
管
技
能

者
証
（
カ
ー
ド
）」
を
発
行

す
る
方
法
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
九
年
度

か
ら
の
改
正
後
の
発
行
手
数

料
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

２
、
指
定
試
験
機
関
が
、
申

込
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
の
団
体
へ
の
受
付
の
依
頼

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

３
、
申
込
書
は
自
分
で
記
入

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
必
ず
申
請
者
本
人
が
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

度
に
十
七
歳
以
上
と
な
る
全

て
の
者
が
受
験
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
受
検
者
（
鋼

構
造
物
塗
装
二
名
と
薬
液
注

入
の
二
名
計
四
名
を
含
む
）

は
昨
年
度
の
五
千
六
百
六
十

三
名
か
ら
、
今
年
度
は
七
千

五
十
四
名
に
増
加
し
た
。

１
、
勤
務
先
別

　

建
設
業
八
五
・
一
％
、
官

公
庁
等
四
・
六
％
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
二
・
八
％
等
。

２
、
年
齢
別

　

二
十
五
歳
～
二
十
九
歳
二

〇
・
四
％
、
三
十
歳
～
三
十

四
歳
一
七
・
五
％
、
二
十
五

歳
未
満
一
七
・
四
％
、
三

十
五
歳
～
三
十
九
歳
一
六
・

八
％
等
。

３
、
男
女
別

　

女
性
九
・
三
％
、
男
性
九

〇
・
七
％
。

栃木県連

技
術
指
導
の
様
子

　

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
（
会
長
・
和
田
均

氏
）
は
、
標
記
講
習
会
を
二

月
十
七
日
、
県
立
県
央
産
業

技
術
専
門
校
（
宇
都
宮
市
）

で
開
催
し
た
。
今
秋
に
県
下

で
開
催
を
控
え
る
第
五
十
五

回
技
能
五
輪
全
国
大
会
に
向

け
て
、
指
導
者
の
育
成
を
す

る
の
が
狙
い
。

　

当
日
は
、
国
際
技
能
五
輪

大
会
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
第
十

技
能
五
輪
全
国
大
会
配
管
職
種

指
導
者
養
成
講
習
会
を
開
催

今
秋
の
技
能
五
輪
栃
木
大
会
に
向
け
て

指
導
者
の
育
成
へ

プ
リ
の
「
配
管
職
種
」
に
参

加
す
る
会
員
企
業
等
か
ら
指

導
者
が
減
少
し
て
お
り
、
大

会
へ
の
参
加
が
難
し
い
と
の

現
状
が
背
景
に
あ
る
。

　

な
お
、
指
導
者
派
遣
は
、

昨
年
八
月
と
十
月
に
石
川
県

で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

旧 新
備　　考

合格者証 認 定 証 技能者証
（カード）

新規発行 3,000円 4,500円 2,000円 平成29年度検定会合格者より
適用

再 発 行 3,500円 3,500円 3,000円
更　　新 3,000円 3,000円 3,000円

※　�新規発行において、平成28年度までに検定合格等の資格がある方が希望する場
合は、旧手数料になります

（４）�カード発行に伴う検定料等の変更
　　カード発行料を加算した検定料等については下記のとおりとなります。

現　　在
（消費税込）

平成29年４月1日から
カード手数料及び消費税込

全国標準検定（A） 35,000円 37,000円
全国標準検定（B） 35,000円 37,000円
地域ｵプｼｮﾝ検定（ｽﾃﾝﾚｽ管） 35,000円 37,000円
地域ｵプｼｮﾝ検定（甲型Ⅱ） 37,000円 39,000円
地域ｵプｼｮﾝ検定（ダｸﾀｲﾙ管） 24,000円 26,000円
ポリエチレン管検定 30,000円 32,000円

板
）
作
成
実
技
や
銅
管
曲
げ

の
実
技
の
指
導
の
他
、
競
技

課
題
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
、
技

能
五
輪
大
会
に
臨
む
心
構
え

な
ど
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

同
専
門
校
・
建
築
設
備
科
の

古
沢
助
教
授
は
「
普
段
聞
く

こ
と
が
出
来
な
い
お
話
や
技

能
を
伝
授
い
た
だ
き
受
講
者

一
同
満
足
し
た
講
習
会
が
実

施
で
き
た
」
と
感
想
を
述
べ

た
。

　

ま
た
、
和
田
県
連
会
長
、

黒
澤
県
職
能
協
会
会
長
ら
も

激
励
に
訪
れ
「
次
回
は
出
場

選
手
を
対
象
に
講
習
会
を
行

い
、
地
元
で
開
催
す
る
大
会

に
向
け
て
更
に
技
能
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ

ら
れ
た
。

　

全
管
連
で
は
、
技
能
大
会

出
場
者
へ
の
指
導
を
行
う
講

師
派
遣
を
今
年
度
新
規
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
技

能
五
輪
大
会
や
技
能
グ
ラ
ン

二
回
技
能
グ
ラ
ン
プ

リ
優
勝
者
で
も
あ
る

石
井
敏
明
氏
（（
株
）

千
代
田
設
備
所
属
）

を
講
師
に
迎
え
、
昨

年
の
山
形
大
会
に
出

場
し
た
会
員
企
業
や

毎
年
選
手
を
派
遣
し

て
い
る
同
専
門
校
、

宇
都
宮
工
業
高
校
の

指
導
者
、
出
場
希
望

選
手
ら
十
五
名
が
参

加
し
、
ガ
バ
リ
（
型

平成29年度



募集人員 講　習　期　間 講　習　会　場 受　付　期　間

100名
平成29年
自　５月９日（火）
至　５月12日（金）

阪急千里中央ビル９階
大阪府豊中市新千里東町
１－４－１

平成29年
自　３月15日（水）
至　３月22日（水）

100名 自　５月22日（月）
至　５月25日（木）

三田国際ビル１階
東京都港区三田１－４－28

自　３月29日（水）
至　４月４日（火）

100名 自　７月10日（月）
至　７月13日（木）

三田国際ビル１階
東京都港区三田１－４－28

自　５月23日（火）
至　５月29日（月）

100名 自　９月５日（火）
至　９月８日（金）

三田国際ビル１階
東京都港区三田１－４－ 28

自　７月13日（木）
至　７月20日（木）

100名 自　９月12日（火）
至　９月15日（金）

福岡生活衛生食品会館５階
福岡県福岡市博多区千代
１－２－４

自　７月25日（火）
至　７月31日（月）

100名 自　10月10日（火）
至　10月13日（金）

阪急千里中央ビル９階
大阪府豊中市新千里東町
１－４－１

自　８月17日（木）
至　８月23日（水）

100名 自　12月25日（月）
至　12月28日（木）

三田国際ビル１階
東京都港区三田１－４－28

自　11月２日（木）
至　11月９日（木）

泫 受講申込には、添付書類が全部揃っていることが必要です。受付期間内であっても、募集
人員に達した時点で受付を終了させて頂きます。
　　なお、受付期間終了後でも、募集人員に達しないときは、受付期間を延長しますので、
　お問合せ下さい。

募集人員 講　習　期　間 講　習　会　場 受　付　期　間

100名
平成29年
自　４月20日（木）
至　４月21日（金）

三田国際ビル１階
東京都港区三田
１－４－28

平成29年
自　３月１日（水）
至　３月７日（火）

100名 自　４月25日（火）
至　４月26日（水）

100名 自　４月20日（木）
至　４月21日（金）

福岡生活衛生食品会館５階
福岡県福岡市博多区千代
１－２－４

自　３月１日（水）
至　３月７日（火）

100名 自　４月25日（火）
至　４月26日（水）阪急千里中央ビル９階

大阪府豊中市新千里東町
１－４－１

自　３月１日（水）
至　３月７日（火）

100名 自　５月１日（月）
至　５月２日（火）

100名 自　５月16日（火）
至　５月17日（水）

※　宮崎地域職業訓練センター
　　宮崎県宮崎市学園木花台西
　　２－４－３

自　３月24日（金）
至　３月30日（木）

100名 自　５月30日（火）
至　５月31日（水）三田国際ビル１階

東京都港区三田
１－４－28

自　４月６日（木）
至　４月12日（水）

100名 自　６月５日（月）
至　６月６日（火）

100名 自　７月４日（火）
至　７月５日（水）

ＲＣＣ文化センター７階
広島県広島市橋本町５－11

自　５月16日（火）
至　５月22日（月）

100名 自　７月６日（木）
至　７月７日（金）阪急千里中央ビル９階

大阪府豊中市新千里東町
１－４－１

自　５月18日（木）
至　５月24日（水）

100名 自　７月11日（火）
至　７月12日（水）

100名 自　８月７日（月）
至　８月８日（火）三田国際ビル１階

東京都港区三田
１－４－28

自　６月16日（金）
至　６月22日（木）

100名 自　８月９日（水）
至　８月10日（木）

100名 自　８月30日（水）
至　８月31日（木）

三田国際ビル１階
東京都港区三田１－４－28

自　７月10日（月）
至　７月14日（金）

100名 自　９月26日（火）
至　９月27日（水）

阪急千里中央ビル９階
大阪府豊中市新千里東町
１－４－１

自　８月４日（金）
至　８月10日（木）

100名 自　10月３日（火）
至　10月４日（水）

三田国際ビル１階
東京都港区三田１－４－28

自　８月14日（月）
至　８月18日（金）

100名 自　10月５日（木）
至　10月６日（金）

TKPカンファレンスセンター
東京都渋谷区渋谷２－ 17－３
渋谷東宝ビル本館

100名 自　10月５日（木）
至　10月６日（金）

福岡生活衛生食品会館５階
福岡県福岡市博多区千代
１－２－４

自　８月16日（水）
至　８月22日（火）

100名 自　10月11日（水）
至　10月12日（木）

ビルメンテナンス会館
北海道札幌市中央区北３条西
17－２－３

自　８月21日（月）
至　８月25日（金）

100名 自　11月14日（火）
至　11月15日（水）

阪急千里中央ビル９階
大阪府豊中市新千里東町
１－４－１

自　９月22日（金）
至　９月28日（木）

100名 自　12月５日（火）
至　12月６日（水）大成今池研修センター

愛知県名古屋市千種区今池
４－３－ 23　大成今池ビル

自　10月13日（金）
至　10月19日（木）

100名 自　12月７日（木）
至　12月８日（金）

100名 自　12月11日（月）
至　12月12日（火）三田国際ビル１階

東京都港区三田
１－４－28

自　10月19日（木）
至　10月25日（水）

100名 自　12月14日（木）
至　12月15日（金）

泫受付期間中内であっても、修了証書の有効期間によっては調整させて頂きます。 
　 　なお、受付期間終了後でも募集人員に達しない時は、受付期間を延長いたしますので、
お問い合わせ下さい。
　※ 修了証書は原則交付予定日に発送いたしますが、交付予定日が土・日・祝日の場合は翌
営業日の発送となります。

平
成
29
年
度
・
貯
水
槽
清
掃

作
業
監
督
者
講
習
会
（
新

規
・
再
）
の
ご
案
内

　
（
公
財
）日
本
建
築
衛
生
管

理
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
二
十
九
年
度
の
標
記
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。講
習（
新

規
・
再
）
の
実
施
概
要
は
次

の
通
り
で
す
。（
日
程
表
は

二
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま

す
）

◎
貯
水
槽
清
掃
作
業
監
督
者

講
習
会

　

建
築
物
衛
生
法
施
行
規
則

第
二
十
八
条
第
四
号
イ
の
規

定
に
よ
り
、
建
築
物
飲
料
水

貯
水
槽
清
掃
業
の
登
録
の
人

的
要
件
で
あ
る
飲
料
水
の
貯

水
槽
の
清
掃
作
業
の
監
督
を

行
う
者
と
し
て
の
貯
水
槽
清

掃
作
業
監
督
者
の
資
格
を
得

よ
う
と
す
る
方
に
対
し
、
同

セ
ン
タ
ー
が
厚
生
労
働
大
臣

の
登
録
を
受
け
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。な
お
、
こ
の
講

習
会
を
修
了
さ
れ
た
方
（
講

習
科
目
の
全
課
程
を
修
め
良

好
な
成
績
を
得
た
方
）に
は

修
了
証
書（
有
効
期
限
六
年
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

１
、
受
講
資
格
（
建
築
物
環

境
衛
生
管
理
技
術
者
免
状
を

有
す
る
方
は
受
講
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

次
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に

基
づ
く
高
等
学
校
若
し
く
は

中
等
教
育
学
校
又
は
旧
中
等

学
校
令
（
昭
和
十
八
年
勅
令

三
十
六
号
）
に
基
づ
く
中
等

学
校
を
卒
業
し
た
後
、
二
年

以
上
建
築
物
の
貯
水
槽
の
清

掃
に
関
す
る
実
務
に
従
事
し

た
経
験
を
有
す
る
者
。

②
五
年
以
上
建
築
物
の
貯
水

槽
の
清
掃
に
関
す
る
実
務
に

従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
。

③
①
と
同
等
以
上
の
学
歴
及

び
実
務
の
経
験
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者
。

（
注
）
上
記
実
務
に
従
事
し

た
経
験
と
は
、
正
社
員
と
し

て
の
実
務
で
あ
り
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
パ
ー
ト
等
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

２
、
受
講
科
目

　

建
築
物
環
境
衛
生
制
度

（
二
時
間
）、
給
水
衛
生
概
論

（
七
）、
建
築
設
備
概
論
（
給

水
設
備
関
係
）（
五
）、
作
業

の
安
全
管
理
（
二
）、
貯
水

槽
清
掃
各
論
（
十
二
）、
試

験
（
一
・
五
）、
合
計
二
十

九
・
五
時
間
（
四
日
間
）。

３
、受
講
料　

五
万
二
千
円
。

（
非
課
税
、
受
講
申
込
時
に

は
不
要
）

４
、
受
講
申
込
方
法　

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
受
講
申
込
手
引

ボ
タ
ン
よ
り
印
刷
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
。ま
た
は
、返
信

先
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒

に
九
十
二
円
切
手
を
は
り
、

講
習
会
名
を
明
記
の
上
、
同

セ
ン
タ
ー
教
務
課
又
は
関
西

支
部
宛
て
に
請
求
下
さ
い
。

５
、開
催
会
場　

別
掲
参
照
。

◎
貯
水
槽
清
掃
作
業
監
督
者

再
講
習
会

　

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的

環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
二
十
八
条
第
四

号
ロ
の
規
定
に
よ
り
、
貯
水

槽
清
掃
作
業
監
督
者
等
を
対

象
に
、
新
技
術
、
新
知
識
の

修
得
及
び
そ
の
他
必
要
な
知

識
の
反
復
履
修
を
目
的
と
し

て
、
同
セ
ン
タ
ー
が
厚
生
労

働
大
臣
の
登
録
を
受
け
て
実

施
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
講
習
会
を
修
了
さ
れ
た

方
（
講
習
科
目
の
全
課
程
を

修
め
良
好
な
成
績
を
得
た

方
）
に
は
修
了
証
書
（
有
効

期
限
六
年
）
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
受
講
案
内
は
、

二
月
十
七
日
付
で
再
講
習
会

対
象
者
宛
に
発
送
済
で
す
。

１
、
受
講
資
格

　

次
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
厚
生
労
働
大
臣
登
録
貯
水

槽
清
掃
作
業
監
督
者
講
習
会

を
修
了
し
た
者
。（
建
築
物

に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確

保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令

第
二
号
）
第
二
十
八
条
第
四

号
イ
に
規
定
す
る
講
習
の
課

程
を
修
了
し
た
者
）

②
同
再
講
習
会
を
修
了
し
た

者
。

③
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
技

術
者
免
状
を
有
す
る
者
で

あ
っ
て
、
建
築
物
飲
料
水
貯

水
槽
清
掃
業
の
登
録
営
業
所

に
お
い
て
貯
水
槽
清
掃
作
業

監
督
者
と
し
て
の
業
務
に

従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
。（
注
）
修
了
証
書
の
有

効
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
受
講
す
る
講
習
会
の

種
類
は
再
講
習
会
と
な
り
ま

す
。

２
、
受
講
科
目

　

建
築
物
環
境
衛
生
制
度

（
一
・
五
時
間
）、
建
築
物
環

境
と
公
衆
衛
生
（
一
・
五
）、

建
築
設
備
概
論
（
二
）、
給

水
衛
生
概
論
（
三
）、
貯
水

槽
清
掃
各
論
（
三
）、
試
験

（
一
）、
合
計
十
二
時
間
（
二

日
間
）。

３
、受
講
料　

三
万
五
千
円
。

（
非
課
税
、
受
講
申
込
時
に

は
不
要
）

４
、
受
講
申
込
方
法　

上
記

講
習
会
と
同
様
の
方
法
に
て

申
込
み
下
さ
い
。

５
、
開
催
会
場　

別
掲
参
照

◎
問
合
せ
先

（
公
財
）
日
本
建
築
衛
生

管
理
教
育
セ
ン
タ
ー
（
電

話
〇
三
―
三
二
一
四
―
四
六

二
四
、http

:/
/
w
w
w
.

jahm
ec.or.jp

）。

登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習

　
東
京
、
愛
知
で
開
催

　
（
一
社
）
日
本
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
、
日
本
配
管
工

事
業
団
体
連
合
会
及
び
全
国

管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

の
三
団
体
は
平
成
二
十
八
年

度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講

習
を
二
月
二
日
か
ら
四
日
ま

で
東
京
都
小
平
市
の
全
国
建

設
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
ま
た
、
二
月
十
三
日
か

ら
十
五
日
ま
で
愛
知
県
名
古

屋
市
の
愛
知
県
産
業
労
働
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
た
。

　

東
京
会
場
は
九
十
五
名

が
、
愛
知
会
場
は
七
十
二
名

が
受
講
し
た
。

　

講
習
最
終
日
に
は
、
講
習

考
査
試
験
が
行
わ
れ
、
そ
の

合
否
の
結
果
は
、
三
月
下
旬

２８年度
東
京
会
場
の
様
子

に
発
表
さ
れ
、
受
講
者

に
通
知
書
が
発
送
さ
れ

る
。
試
験
に
合
格
し
た

修
了
者
に
は
「
登
録
配

管
基
幹
技
能
者
」
と
し

て
「
登
録
配
管
基
幹
技

能
者
講
習
修
了
証
」
が

交
付
さ
れ
、
経
営
事
項

審
査
に
お
い
て
加
点
評

価
の
対
象
と
な
る
有
資

格
者
と
な
る
。

６２０１７年（平成29年）３月１日（水曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第７０６号 （６）

貯水槽清掃作業監督者　講習会　日程
（公財）日本建築衛生管理教育センター

　　　（公財）日本建築衛生管理教育センター
貯水槽清掃作業監督者　再講習会　日程

建
築
・
建
材
展
２
０
１
７
の

ご
案
内

　

建
築
・
建
材
展
２
０
１
７

（
主
催
・
日
本
経
済
新
聞
社
、

後
援
・
国
土
交
通
省
他
）
が
、

来
る
三
月
七
日
（
火
）か
ら

十
日
（
金
）
ま
で
の
四
日
間

に
わ
た
り
東
京
都
江
東
区
の

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
開

催
さ
れ
、
本
会
賛
助
会
員
の

（
株
）
シ
マ
ブ
ン
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
（
株
）
が
出
展
い
た
し
ま

す
。

　

同
展
は
、
住
宅
・
ビ
ル
等

向
け
各
種
建
材
を
は
じ
め
、

設
備
機
器
や
工
事
・
施
工
法

等
が
一
堂
に
集
ま
る
国
内
有

数
規
模
の
建
築
総
合
展
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
・

店
舗
・
街
づ
く
り
に
関
す
る

最
新
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

入
場
料
は
二
千
円（
税
込
）

（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
事

前
登
録
で
無
料
）。

（※会場は全管連会員組合が運営協力を行っています）



主
任
技
術
者
試
験
事
業
計
画

浜
田
理
事
長
の
勇
退
等
を
承
認

給
水
財
団　

理
事
会
・
評
議
員
会

建
設
工
事
等
に
お
け
る
ガ
ス

管
損
傷
事
故
の
防
止
に
つ
い

て　
　
　
　
　

経
済
産
業
省

　

国
土
交
通
省
は
、
経
済
産

業
省
よ
り
周
知
依
頼
の
あ
っ

た
標
記
に
つ
い
て
、
二
月
十

七
日
を
も
っ
て
、
土
地
・
建

設
産
業
局
建
設
市
場
整
備
課

長
名
で
本
会
宛
に
通
知
さ
れ

た
。
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

な
お
、
詳
細
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク

ス
（
二
月
十
七
日
付
け
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

建
設
工
事
等
に
お
け
る
ガ

ス
管
損
傷
事
故
の
再
発
防
止

の
観
点
か
ら
、
建
設
工
事
等

に
係
る
事
業
者
等
に
対
し
要

請
さ
れ
て
い
る
事
項
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
（
抜
粋
）。

・
工
事
前
に
は
、
ガ
ス
事
業

者
に
、
ガ
ス
管
の
有
無
、
そ

の
配
置
及
び
使
用
状
況
に
つ

い
て
照
会
す
る
。
必
要
に
応

じ
工
事
の
際
に
ガ
ス
事
業
者

に
立
会
を
求
め
る
。

・
ガ
ス
管
が
埋
設
さ
れ
て
い

る
付
近
は
、
火
気
や
電
動
工

具
の
使
用
を
避
け
、
特
に
慎

重
に
手
掘
り
等
で
作
業
す

る
。

・
敷
地
内
に
引
き
込
ま
れ
る

埋
設
ガ
ス
管
は
、
歩
道
部
や

車
道
部
よ
り
も
浅
い
場
所
に

多
い
た
め
、特
に
注
意
す
る
。

・
工
事
の
際
、
ガ
ス
管
及
び

ガ
ス
管
か
ど
う
か
判
断
で
き

な
い
埋
設
管
を
見
つ
け
た
と

き
は
、
ガ
ス
事
業
者
に
連
絡

す
る
。

・
ガ
ス
臭
い
と
感
じ
た
時

は
、
火
気
や
電
動
工
具
等
の

使
用
を
中
止
し
、
直
ち
に
ガ

ス
事
業
者
に
連
絡
す
る
。　

２０１７年（平成29年）３月１日（水曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７０６号（７）

長
）、
石
田　

隆
氏
（
同
副

理
事
長
）、金
子
繁
夫
氏（
同
・

前
副
理
事
長
）
の
三
氏
に
対

し
、
大
澤
会
長
よ
り
授
与
さ

れ
た
。（
写
真
下
）

第
３
回
全
管
連
会
館
に
係
わ

る
特
別
検
討
委
員
会
を
開
催

　

標
記
委
員
会
が
二
月
二
十

二
日
、
全
管
連
会
館
に
て
行

わ
れ
た
。

　

当
日
は
、（
１
）
全
管
連

会
館
方
針
決
定
に
沿
っ
た
具

体
的
対
応
（
２
）
そ
の
他
に

つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

１
日　
（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
の
第
十
四
回
理

事
会
が
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
東
京
都
新
宿
区
の
同
財
団

に
て
行
わ
れ
、大
澤
会
長
、佐
々

木
副
会
長
、
松
田
副
会
長
が
出

席
し
、粕
谷
専
務
が
随
行
し
た
。

　

２
日　

平
成
二
十
八
年
度
登

録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
が
五

日
ま
で
、
東
京
都
小
平
市
の
全

国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
行

わ
れ
、
高
橋
技
術
参
与
、
依
田

主
任
が
参
画
し
た
。

　

同
日　
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
の
第
三
回
訓
練
実
施
方
法

等
検
討
小
委
員
会
が
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
、
東
京
都
千
代
田

区
の
同
会
に
て
行
わ
れ
、
原
災

害
対
策
担
当
理
事
が
出
席
し
、

上
田
局
長
が
随
行
し
た
。

　

３
日　

全
管
連
青
年
部
に
よ

る
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
課
題
製

作
・
意
見
交
換
会
が
午
前
十
一

時
よ
り
、
東
京
都
昭
島
市
の
都

立
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
仲
村
主
任

が
出
席
し
た
。

　

同
日　

全
管
連
第
五
十
回
事

務
局
研
修
会
が
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
、
東
京
都
港
区
の
品
川

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
行
わ

れ
、
松
田
総
務
担
当
副
会
長
、

大
熊
総
務
部
長
、
粕
谷
専
務
、

松
本
常
務
、
上
田
局
長
、
佐
藤

課
長
、
鈴
木
課
長
、
依
田
主
任
、

阿
蘇
主
任
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

平
成
二
十
八
年
度
第

二
回
管
工
事
施
工
管
理
技
術
検

定
委
員
会
が
午
後
二
時
よ
り
、

東
京
都
千
代
田
区
の
中
央
合
同

庁
舎
第
二
号
館
に
て
行
わ
れ
、

大
澤
会
長
が
出
席
し
た
。

　

４
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
第
百
五
回

理
事
会
が
午
後

一
時
よ
り
、
東

京
都
豊
島
区
の

全
管
連
会
館
に

て
行
わ
れ
、
佐

藤
課
長
、
仲
村
主
任
が
出
席
し

た
。

　

６
日　

法
人
税
申
告
書
作
成

講
座
が
午
前
十
時
よ
り
、
東
京

都
豊
島
区
の
豊
島
法
人
会
館
に

て
行
わ
れ
、
鈴
木
課
長
が
出
席

し
た
。

　

10
日　
（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
の
第
十
二
回
評

議
委
員
会
が
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
東
京
都
新
宿
区
の
同
財

団
に
て
行
わ
れ
、渡
辺
副
会
長
、

藤
川
副
会
長
、
穂
刈
副
会
長
、

藤
副
会
長
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

第
二
十
九
回
技
能
グ

ラ
ン
プ
リ
が
十
三
日
ま
で
、
静

岡
県
沼
津
市
の
キ
ラ
メ
ッ
セ
沼

津
他
で
行
わ
れ
、
松
本
技
術
委

員
長
、
綱
田
健
志
氏
、
佐
藤
課

長
、
仲
村
主
任
が
参
画
し
た
。

　

11
日　

横
浜
市
管
工
事
組
合

の
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
が

午
後
十
二
時
よ
り
、
神
奈
川
県

横
浜
市
の
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト

ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
に
て
行

わ
れ
、
大
澤
会
長
、
松
本
常
務

が
出
席
し
た
。

　

13
日　

平
成
二
十
八
年
度
登

録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
が

十
五
日
ま
で
、
愛
知
県
名
古
屋

市
の
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
に
て
行

わ
れ
、
高
橋
技
術
参
与
、
依
田

主
任
が
参
画
し
た
。

　

同
日　

消
費
税
申
告
書
作
成

講
座
が
午
後
二
時
よ
り
、
東
京

都
豊
島
区
の
豊
島
法
人
会
館
に

て
行
わ
れ
、
鈴
木
課
長
が
出
席

し
た
。

　

14
日　
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
の
第
四
回
地
震
等
緊
急
時

対
応
特
別
調
査
委
員
会
が
午
後

二
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区

の
同
会
に
て
行
わ
れ
、
原
災
害

対
策
担
当
理
事
が
出
席
し
、
上

田
局
長
が
随
行
し
た
。

　

15
日　

平
成
二
十
八
年
度
第

二
回
給
水
装
置
に
関
す
る
構
造

材
質
に
係
る
検
討
委
員
会
が
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都

港
区
の
Ａ
Ｐ
浜
松
町
に
お
い
て

行
わ
れ
、
安
田

技
術
参
与
が
出

席
し
た
。

　

17
日　

栃
木

県
連
に
よ
る
技

能
五
輪
全
国
大

会
配
管
職
種
指
導
者
養
成
講
習

会
が
午
前
九
時
よ
り
、
栃
木
県

宇
都
宮
市
の
県
立
県
央
産
業
技

術
専
門
校
に
お
い
て
行
わ
れ
、

佐
藤
課
長
が
出
席
し
た
。

　

20
日　

給
水
装
置
主
任
技
術

者
試
験
対
策
図
書
の
打
合
せ
が

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東
京

都
豊
島
区
の
全
管
連
会
館
に
て

行
わ
れ
、
山
川
技
術
参
与
、
高

橋
技
術
参
与
、
安
田
技
術
参
与

が
出
席
し
た
。

　

21
日　

国
土
交
通
大
臣
と
建

設
業
従
事
者
と
の
意
見
交
換
会

が
午
後
四
時
よ
り
、
同
省
大
臣

室
に
て
行
わ
れ
、
阿
蘇
主
任
が

取
材
し
た
。

　

22
日　

第
三
回
全
管
連
会
館

に
係
る
特
別
検
討
委
員
会
が
午

後
二
時
よ
り
、
東
京
都
豊
島
区

の
全
管
連
会
館
に
て
行
わ
れ

た
。
出
席
者
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）　

副
会
長
・
松
田
、
黒
澤
、
理
事
・

部
長
・
大
熊
、岩
永
、小
坂
、原
、

北
向
、佐
藤
、理
事
・
伊
藤
、佐
々

木
、櫻
井
、専
務
・
粕
谷
、常
務
・

松
本
、
事
務
局
・
上
田
、
佐
藤
、

鈴
木
。

　

23
日　
（
一
社
）
日
本
水
道

工
業
団
体
連
合
会
に
よ
る
第

三
十
三
回
水
団
連
施
設
見
学
会

が
午
前
十
時
よ
り
、
横
須
賀
市

上
下
水
道
局
逸
見
総
合
管
理
セ

ン
タ
ー
他
に
て
行
わ
れ
、
仲
村

主
任
が
出
席
し
た
。

　

27
日　

平
成
二
十
八
年
度
建

設
産
業
人
材
確
保
・
育
成
推
進

協
議
会
全
国
担
当
者
会
議
が
午

後
二
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都

中
央
区
の
浜
離
宮
建
設
プ
ラ
ザ

に
て
行
わ
れ
、
上
田
局
長
が
出

席
し
た
。

　
　

 

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
（
理
事
長
・
浜
田

康
敬
氏
）
は
、
二
月
一
日
、

第
十
四
回
理
事
会
を
、
二
月

十
日
に
は
第
十
二
回
評
議
員

会
を
東
京
都
新
宿
区
の
財
団

会
議
室
に
て
開
催
し
た
。

　

理
事
会
は
、
①
平
成
二
十

九
年
度
事
業
計
画
（
案
）
②

平
成
二
十
九
年
度
正
味
財
産

増
減
予
算
（
案
）
③
第
十
二

回
評
議
員
会
の
招
集
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
浜
田
理
事
長
か

ら
退
任
の
申
出
が
あ
り
、
三

月
三
十
一
日
付
で
の
退
任
が

決
議
さ
れ
た
。
な
お
、
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
は
次

の
通
り
で
す
。

１
、
給
水
装
置
工
事
主
任
技

術
者
試
験
実
施
事
業

①
試
験
予
定
日　

平
成
二
十

九
年
十
月
二
十
二
日
（
日
）

②
試
験
予
定
地　

全
国
八
地

区
、
九
試
験
地
会
場
（
北
海

道
、東
北
、関
東
（
二
会
場
）、

中
部
、
関
西
、
中
国
四
国
、

九
州
、
沖
縄
）

２
．
給
水
装
置
工
事
主
任
技

術
者
研
修
等
事
業

３
．
給
水
装
置
工
事
配
管
技

能
者
養
成
事
業

４
．
給
水
装
置
工
事
に
係
る

技
術
の
開
発
、
調
査
及
び
研

究
並
び
に
普
及
啓
発
の
事
業

　

評
議
員
会
で
は
、
①
理
事

の
選
任
（
案
）
②
平
成
二
十

九
年
度
事
業
計
画
（
案
）
③

平
成
二
十
九
年
度
正
味
財
産

増
減
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
た
。

横
浜
市
管
工
事
協
同
組
合
が

創
立
80
周
年
記
念
式
典
を
挙

行記
念
式
典
で
挨
拶
す
る

佐
々
木
理
事
長

全
管
連
会
長
感
謝
状
授
与
式

の
様
子

係
団
体
の
ほ
か
地
元
来
賓
が

出
席
さ
れ
た
。

　

同
組
合
は
昭
和
十
二
年
に

発
足
し
、
現
在
は
所
属
員
数

三
百
十
七
社
を
擁
し
て
い

る
。特
に
災
害
対
応
と
し
て
、

昭
和
五
十
八
年
に
市
水
道
局

と
水
道
施
設
に
係
る
災
害
時

等
の
応
急
措
置
の
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
熊
本

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

時
に
応
急
復
旧
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十

六
年
に
全
国
初
の
災
害
時
協

力
協
定
の
実
施
細
目
を
水
道

局
と
締
結
し
、
合
同
防
災
訓

練
の
実
施
に
努
め
て
い
る
ほ

か
、
社
会
生
活
に
不
可
欠
な

水
道
事
業
の
推
進
に
貢
献
し

て
い
る
。

　

式
典
で
は
、
永
年
の
管
工

事
業
界
へ
の
功
績
を
讃
え
て

全
管
連
会
長
感
謝
状
が
佐
々

木
靖
太
氏
（
同
組
合
理
事

　

横
浜
市
管
工
事
協
同
組
合

（
理
事
長
・
佐
々
木
靖
太
氏
）

は
、
二
月
十
一
日
、
同
市
の

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ

ル
＆
タ
ワ
ー
に
て
創
立
八
十

周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し

た
。
当
日
は
、
国
会
議
員
は

じ
め
、
市
の
行
政
機
関
や
関

全
管
連
の
う
ご
き

２月
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高
度
障
害
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
、
死
亡
共
済
金
又
は
高

度
障
害
共
済
金
、
災
害
共
済

金
、
入
院
給
付
金
、
障
害
給

付
金
を
お
支
払
い
す
る
制
度

で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
未
だ

加
入
さ
れ
て
な
い
方
は
、
ご

加
入
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

１
、
福
祉
共
済
制
度
の
特
長

　

①
契
約
は
一
年
更
新
で
す

か
ら
、
社
会
情
勢
に
合
わ
せ

て
、
一
年
ご
と
に
必
要
な
保

障
額
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま

す
。

　

②
一
年
ご
と
に
収
支
計
算

を
行
い
、
剰
余
金
が
生
じ
た

場
合
に
は
配
当
金
と
し
て
お

返
し
い
た
し
ま
す
。

　

③
告
知
書
扱
い
で
す
か
ら

お
手
続
き
が
簡
単
で
す
。

　

全
管
連
・
福
祉
共
済
制
度

は
、
本
会
会
員
企
業
の
役

員
・
従
業
員
（
被
共
済
者
）

の
方
に
不
測
の
事
態
が
生
じ

た
場
合
に
、
遺
族
、
会
員
企

業
、
従
業
員
の
生
活
保
障
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
被

共
済
者
が
死
亡
又
は
所
定
の

　

④
お
手
頃
な
共
済
掛
金
で

有
利
な
保
障
が
得
ら
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

⑤
掛
金
に
は
、
税
法
上
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。
法
人
事
業

所
が
負
担
し
た
掛
金
は
、
役

員
分
も
含
め
て
全
額
損
金
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

個
人
事
業
所
の
場
合
、
従
業

員
の
た
め
に
負
担
し
た
掛
金

は
、
全
額
必
要
経
費
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
当

制
度
は
組
合
員
の
み
を
対
象

と
す
る
共
済
で
す
。
生
命
保

険
料
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

は
発
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
お
含
み
お
き
く

だ
さ
い
。

２
、
補
償
範
囲
と
掛
金　

　

表
を
参
照
下
さ
い
。

３
、
お
支
払
す
る
共
済
金

　

①
死
亡
（
高
度
障
害
）
共

済
金
②
災
害
共
済
金
③
入
院

給
付
金
④
障
害
給
付
金
。

４
、
加
入
資
格
及
び
条
件

　

組
合
員
及
び
従
業
員
（
家

族
従
業
員
を
含
む
）
で
現
在

健
康
で
正
常
に
勤
務
又
は
就

業
し
て
い
る
方
。
詳
し
く
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
下
さ

い
。

５
、
共
済
期
間

　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
三
十
年
三
月
末
ま

で
。
な
お
、
中
途
加
入
者
に

つ
い
て
は
効
力
発
生
日
か
ら

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
。以
後
毎
年
更
新
継
続
。

６
、
お
問
い
合
わ
せ

　

全
管
連
・
共
済
制
度
業
務

委
託
先
㈱
ウ
ー
ベ
ル
保
険
事

務
所
（
〒
一
〇
四
―
〇
〇
四

一　

東
京
都
中
央
区
新
富
二

―
四
―
五　

ニ
ュ
ー
新
富
ビ

ル
八
階
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

〇
一
二
〇
―
〇
二
六
―
〇
〇

五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

福
祉
共
済
制
度
（
生
命
傷
害
保
険
）

加
入
の
ご
案
内

全管連

平
成
29
年
度
全
国
中
央
会
　

補
助
事
業
の
ご
案
内

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
は
、
平
成
二
十
九
年
度
組

合
等
の
中
小
企
業
活
路
開
拓

調
査
・
実
現
化
事
業
（
補
助

金
）
の
募
集
を
開
始
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
全
国
中
央
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
下

さ
い
。h
ttp
:/
/
w
w
w
.

c
h
u
o
k
a
i.o
r
.j
p
/

h
o
tin
fo
/2
9
k
atsu

ro
-

project.htm
l

１
、
補
助
事
業
の
概
要

（
１
）
中
小
企
業
組
合
等
活

路
開
拓
事
業

①
概
要　

中
小
企
業
者
が
経

済
的
・
社
会
的
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な

活
路
の
開
拓
、
単
独
で
は
解

決
困
難
な
諸
問
題
、
そ
の
他

中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与
す

る
テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
改
善
す
る
た
め
の
事
業

に
対
す
る
支
援
。

②
補
助
金
額　

補
助
対
象
経

費
総
額
の
十
分
の
六
以
内
で

あ
っ
て
、（
Ａ
型
※
）
上
限

二
千
万
円
（
下
限
百
万
円
）、

（
Ｂ
型
）
上
限
千
百
五
十
八

万
八
千
円
（
下
限
百
万
円
）。

　
「
展
示
会
等
出
展
・
開
催

事
業
」
に
あ
っ
て
は
、
補
助

対
象
経
費
総
額
の
十
分
の
六

以
内
で
、
上
限
五
百
万
円
。

（
注
）
※
事
業
終
了
後
三
年

間
以
内
に
組
合
等
又
は
組
合

員
等
の
「
売
上
高
が
一
〇
％

以
上
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
」
又
は
「
コ
ス
ト
が

一
〇
％
以
上
削
減
さ
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
」
事
業
に

限
る
。

③
募
集
期
間　

第
一
次
締

切
・
三
月
十
日
（
金
）、
第

二
次
締
切
・
四
月
二
十
八
日

（
金
）。

・
全
期
間
と
も
に
最
終
日
の

消
印
有
効
。

・
締
切
ご
と
に
、
審
査
・
採

択
を
行
い
、
予
算
枠
に
達
し

た
時
点
で
終
了
。

（
２
）
組
合
等
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
開
発
事

業①
概
要　

組
合
等
が
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
の

構
築
を
目
指
し
、
組
合
事
業

等
の
業
務
分
析
、
計
画
立

案
、Ｒ
Ｆ
Ｐ
（
提
案
依
頼
書
）

策
定
等
、
並
び
に
組
合
員
等

に
対
す
る
講
習
会
開
催
の
事

業
、
組
合
等
を
基
盤
と
す
る

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

や
、
組
合
員
及
び
関
連
す
る

中
小
企
業
の
業
務
効
率
化
の

た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
開
発
に
関
す
る
当

該
情
報
シ
ス
テ
ム
の
設
計
、

開
発
、
稼
働
・
運
用
テ
ス
ト

等
、
並
び
に
組
合
員
等
に
対

す
る
講
習
会
等
の
開
催
に
対

す
る
支
援
。

②
補
助
金
額　

補
助
対
象
経

費
総
額
の
十
分
の
六
以
内
で

あ
っ
て
、（
Ａ
型
）
上
限
二

千
万
円（
下
限
百
万
円
）、（
Ｂ

型
）
上
限
千
百
五
十
八
万
八

千
円
（
下
限
百
万
円
）。

③
応
募
締
切
日　

第
一
次
締

切
・
三
月
十
日
（
金
）、
第

二
次
締
切
・
四
月
二
十
八
日

（
金
）。

・
全
期
間
と
も
に
最
終
日
の

消
印
有
効
。

・
締
切
ご
と
に
、
審
査
・
採

択
を
行
い
、
予
算
枠
に
達
し

た
時
点
で
終
了
。

　（
３
）
連
合
会
（
全
国
組
合
）

等
研
修
事
業

①
概
要　

組
合
等
が
、
傘
下

組
合
等
の
専
従
役
職
員
、
又

は
構
成
員
等
を
対
象
と
し

て
、
組
合
等
の
活
路
開
拓
に

資
す
る
た
め
に
、
当
該
組
合

等
の
課
題
解
決
等
を
受
講
者

自
身
が
検
討
す
る
研
修
、
必

要
な
知
識
及
び
業
種
別
専
門

知
識
等
を
付
与
す
る
研
修
に

対
す
る
支
援
。

②
補
助
金
額　

補
助
対
象
経

費
総
額
の
十
分
の
六
以
内
で

あ
っ
て
、
二
百
十
万
円
（
予

定
）
を
限
度
。

③
補
助
対
象
と
な
る
研
修
事

業
の
内
容

　

次
の
要
件
を
備
え
て
い
る

研
修
事
業
が
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
。（
次
の
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
か
ら
一
つ
選
択
し
て
研

修
を
行
う
も
の
と
す
る
）

１
）
業
界
等
の
環
境
変
化
に

対
応
（
後
継
者
育
成
、
青
年

部
・
女
性
部
等
に
よ
る
組
合

等
活
性
化
、
組
合
等
の
組
織

改
革
を
含
む
）
す
る
新
た
な

戦
略
の
検
討
。

２
）
組
合
員
等
の
生
産
、
販

売
、
財
務
、
労
務
等
に
関
す

る
新
た
な
戦
略
的
経
営
管
理

の
検
討
。

３
）
新
製
品
の
開
発
、
新
技

術
の
導
入
、
新
分
野
進
出
そ

の
他
当
該
業
種
が
直
面
し
て

い
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た

検
討
。

４
）
業
界
等
の
環
境
変
化
対

応
や
新
市
場
獲
得
等
の
た
め

の
業
種
別
専
門
的
知
識
又
は

技
術
等
の
習
得
。

④
応
募
締
切
日　

第
一
次
締

切
・
三
月
十
日
（
金
）、
第

二
次
締
切
・
四
月
二
十
八
日

（
金
）。

・
全
期
間
と
も
に
最
終
日
の

消
印
有
効
。

・
締
切
ご
と
に
、
審
査
・
採

択
を
行
い
、
予
算
枠
に
達
し

た
時
点
で
終
了
。

２
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
制
度
に
よ
る

支
援

　

本
補
助
金
は
、
例
年
、
Ｓ

Ｂ
Ｉ
Ｒ
制
度
（
中
小
企
業
技

術
革
新
制
度
）
に
基
づ
く
特

定
補
助
金
等
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
補
助
対
象
組
合
等
が

本
事
業
を
利
用
し
て
新
技
術

等
を
研
究
開
発
し
た
場
合
、

そ
の
後
、
本
事
業
で
の
成
果

を
応
用
、利
用
し
て
企
業
化
、

事
業
化
す
る
た
め
の
活
動
に

対
し
て
、
支
援
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３
、
問
い
合
わ
せ
先

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

振
興
部
（
一
般
活
路
／
展
示

会
／
Ｎ
Ｗ
／
連
合
会
研
修
）

係　

〒
一
〇
四
―
〇
〇
三
三

東
京
都
中
央
区
新
川
一
―
二

六
―
一
九
全
中
・
全
味
ビ
ル

電
話　

〇
三
―
三
五
二
三
―

四
九
〇
五
。　

◎
４
月
が
開
始
月
で
す

中小企業単独では解決困難なテーマ（生産性の向上、取引力の強化、海外展開、既存
事業分野の活力向上、情報化の促進、技術・技能の継承等）について、中小企業連携
グループが改善・解決を図り新たな活路の開拓目指すプロジェクトを支援します。

専門家等の活用で“一歩その先”へ！

販路拡大による「稼ぐ力」の強化を支援します！

取引力強化、生産性向上による「稼ぐ力」の強化を支援します！

海外展開による「稼ぐ力」の強化を支援します！

専門家等の活用で“一歩その先”へ！

一歩その先”へ踏み出すためには、学識経験者や専門研究機関の専門家などから「新風」を吹
き込んでもらうとともに、様々なアイデアや情報を得ることが重要。
プロジェクト委員会への専門家等の参画により、多様な知識に基づく助言、新たな糸口の発見
が得られ、自分たちだけでは困難だった新たな活路の開拓や課題の解決を実現。

中小企業連携の専門支援機関である中小企業団体中央会が、プロジェクトの事前準備活動から、
実施段階、実施後のフォローアップや継続活動まで親身にサポート。

集客効果が高い場所で、開催時期・場所・手法に工夫をこらした展示会の出展・開催が可能です。

クラウドサービスを活用した受発注等システム構築による経営力強化が可能です。

ＩＴ活用による「稼ぐ力」の強化を支援します！

人材育成による「稼ぐ力」の強化を支援します！人人人人材材材材育成成ににによよよよるるるる「「稼稼稼ぐぐぐぐ力力力」の強強強化化化化化化ををを支支援援援しししまますす！！

経営、技術・技能の継承、組合組織改革等を目指した調査・研究・研修が可能です。

全国中小企業団体中央会・都道府県中小企業団体中央会

※上記の支援内容は、事業ごとに異なりますので、詳しくは各事業の募集要綱でご確認ください。

人人人人人

強化を支

主役は、中小企業組合等を中心とした中小企業の連携グループ。
連携グループで解決したい様々な課題への取組みについて、その解決手段を幅広く支援。
プロジェクトの実施は、連携グループ自体の活性化にも貢献。 

海海外外外外外展展展開開開開にによよよるるる「「稼稼稼ぐぐ力力力 のの強強強強化化化化化をを支支援援ししまますす！！

事業終了後３年間以内に「売上高が１０％以上増加することが見込まれる」又は「コストが１０％
以下削減されることが見込まれる」事業については、補助金上限額が２０，０００千円です。

海外市場をターゲットとした製品開発・流通経路の確立等が必要な事業に対応します。

です。

 

中小企業連携グループのアイデア・取組を支援（６／１０補助）

中央会が親身にサポート！


